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ガーリブのウルドゥー語書簡に見られる

　　　19世紀半ばのデリーについて

山　根 聡

は　じ　め　に

　ガーリブMirzE　Asad　A1濃h　K：hap　Gh211b（ユ797－1869）i）は，ムガル朝最：期の皇帝バ

ハードゥル・シャー。ザファルニ世　（Abn　Siraj　al－Dln　Bahadur　Sh飽多afar　Thani

（1775－1862，在位1837－1858））の詩作の師匠（ustad）を務めた経歴2）を持つ，ペルシア

語とウルドゥー語の詩人として知られるが，同時に，その簡明なウルドゥー語による書簡は

正）　アクバラーバード（現アーグラ）生まれ。トルコ系の軍人の一族に生まれた。父親はガーリブ

　が5歳の時に戦死　弟と共に叔父の許に引き取られる。叔父は軍人としてマラータに仕えた後，

　イギリス軍に従軍したがほどなく亡くなり，ガーリブは他の親戚を頼る。i3歳で結婚，19歳半デ

　リーに上った。宮廷入りを望んだが永く叶わなかった。賭博と酒とマンゴーを好み，王84王年には

　賭博罪で1GOルピーの罰金を科せられ，47葎には自宅で賭場を開こうとして再度賭博罪で逮捕，

　6ヶ月の禁固刑を受けた。妬金訴訟や借金に追われる人生を送り，晩隼はデリーのNi須m　a1－1）ln

　Auliya膓の側に｛主まい，没後は住居玩側に埋葬された。ウルドゥー文学史上，詩作においてミール

　（Mir　Muilamraad　Taqi　Mir：i722－181G）と鼠壁をなす〔山根2GOO；2GOlb］。ガーリブについ

　ては，同時代のSar　Saiyid　Aゑmad　K：haB（1817－98）によるKh勧：王21－143にも詩句と共に紹

　介されている。ガーリブの生涯に関する詳細な研究書には，lkram　1964；Russei＆Islam　1969；

　Prigarina，200Gを参照せよ。

2）前任のustadはゾウクShaikh　Mubammad　Ibrahlm　Dhauq　I）ihlavi（1789－1854）。ガーリ

　ブはゾウクの死後，王85婆年にustadの地位を得た。ガーリブの宮廷への出入りはi850年にムガ

　ル朝史編纂1ご参加することになったのがきっかけだが，詩作のustad職については，ガーリブ自

　身，あまり関心を示していなかった。『ガーリブ追想（Yadgar－e　Ghalib）』（1897）を記した詩人

　ハーリー　Maulana　A鞍f恥sain　ljall（1837　一　1914）は当時のガーリブの様子をこう記している

　「127正門（ヒジュラ暦：西暦1854年）にシャイフ・イブラーヒーム・ゾウクが亡くなった。皇帝

　の詩の添削もミルザー（ガーリブ）が行なうこととなった。だがミルザーはこの仕事についてあ

　まり乗り気ではなかった。Mc　Nazir　Husain　Mirzaが話していたことだが，あるH私（Na　z．　ir）と

　ミルザー氏がdlwan－e‘amに座っていると，　cobdarがやってきてこう述べた，閣下　（hazUr

　（皇帝））がかザル（ghaza王）を所望されております，と。ミルザーは，ちょっと待て，と云い，

　懲分の付き人（admi）に輔（palki）の中の手拭い（rOmal）に紙が数枚包んであるのでそれを

　持って来い，と命じた。男はすぐに持って来た。ミルザーが手拭いを開くと，中から8，9枚の

　紙が出てきた。その紙には一つニニつ詩句（mi§ra‘）が書かれていたが，それを取り出した。そし

　てすぐに筆入れを求め，これらの詩句につなげてガザルを書き出した。こうしてその場で座った

　まま8，9篇のガザルを書き上げ，cobdarに託したのである。故ナーズィルが去うには，これら

　全てのガザルを書くのに，ミルザーはあまり時間をかけなかった。趣味人のustadがガザル数篇

　のいくっかの部分を添削するほどの時間だった。Cebdarがガザルを持って立ち宏ると，ミル

　ザーは私にこう言ったのだった，陛下からときどき所望されていたのだが，今臼やっと解き放た

　れたj［耳al鷲897：35］o
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近代ウルドゥー散文の手本と言われ，私信の域を出て文学作品として高い評価を得ている3）。

書簡はガーリブが知人や詩作の弟子等に書き送ったもので，その中には，1857年に発生し，

ムガル帝國の終焉のきっかけとなったインド大反乱（Baghawat－e　Hind）前後のデリーの

状況が浮き彫りにされている4）。そこで本稿では，ガーリブのウルドゥー語書簡を通して大

反乱前後のデリーの状況を検証したい。

1　ガーリブ書簡の出版

　ガーーリブのウルドゥー語による書簡で現存するものは，1847年頃のものから没する1869

年までに書かれたもので，94名宛合計873遍ある。書簡集は版を重ねているが，Khaliq

Anjumによる校訂版Ghdilib　ke勲畷曜［GK　I－1V］が最も信頼できる版と認定されてい

る5＞。GKにおいては，ガーリブの二歳下の朋友Mirza　Hargopal　Tafta宛が123通と群を

抜いて多く，次いでラームプールRampurの太守（Rawwab），　Nawwab　Kalb－e‘A11　Kh註p

（76通），弟子のMunshl　Nabl　Bakhsh葺aqir（71通），　Nawwab‘Ala　al－Dln　K：han‘A1苗

（57通），弟子のMir　Mehdi　Malr的（50通），　Rampurのnawwabでガーリブのパトロン

だったNawwab　YB＄uf‘Ali　Khap　Na勿m（40通），　Munshl　Shiv　Nar2yan　Aram（36

通）　と続く6）。

　ガーリブのウルドゥー語の書簡を出版しようとしたのは，書簡の面白さに気づいたTafta

である。Taftaは1858年猛月頃，　Munshi　Shiv　Narayan　Aramと共に書簡の出版を計画

し，ガーリブに持ちかけたが，ガーリブは自身の詩魔としての評億に傷がっくのではないか

との危懊から出版を禁じた：〔GK：1062；Anjum：23－24］。轟時ガーリブは，宮廷雷語であ

3）　たとえば，Sadiq　l964：275－276；Mahmud　1969：462－463。

4）　これまでの歴史研究費においても，ガーリブの詩句や書簡は，膜壁のデリーの社会状況を卜い

　たものとして折に触れ引用されてきた［Gupta　1981；Bayly　1996；Jalal　20G1〕。なお，ガーリブ

　の蒔代より約1世紀前のデリーの風物を描いたペルシア語の記録に関しては真下1998を参照せよ。

5）GKがこれまでの旧版を比較した上で編集され，ガーリブの書簡を最も多く集めたものである

　ことは箏実だが，残念なことに，校訂は十分とはいえず，地名，人名等に関する注はほとんどな

　い0

6）　なかには，　イスラーム復興団体3ama‘at－e　lslamiを1941年に禽匪始した思懇家，　マウドゥー

　ディーA塊al－A‘la　MaudUdl（1903　一　i979）の親戚翠akim　Saiyid　Allraad耳asan　Maudadi宛

　の書簡も正1通含まれる。マウドゥーディーの父方の家系はイスラーム聖奮につながり，母はガー

　弓ブの弟子でムガル宮廷に出入りしていた詩人サーijクQurbaパA至1　Beg　Salik（1824・一・1880）

　の孫娘である。マウドゥーディーは南インドのアウランガーバードに生まれ，少年期をここで過

　ごしたが，弁護士だった父親は家庭内でデリーの標準的なウルドゥー語を徹底的に教育したの

　だった。ここにはかーリブと親交のあった一一族のウルドゥー語に対する情熱が樹えると共に，青

　年期からジャーナリズムに傾倒し，ウルドゥ一語の簡明な文体でイスラーム復興を唱えたマウ

　ドゥーディー一の一側面が見られて興味深い£山根2GOIa：168］。
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るペルシア語とウルドゥー語の詩人としての名声を得ており，ウルドゥー語の散文で名声を

得ようという意識は低かった7）。1858年11月18臼の書簡では，「ウルドゥーの書簡を貴兄

［MuRshi　Shiv　NarayaR　Aram］は望んでおられるようだが，これも余計な事。手紙の中

には，丁寧に書いたものもあるだろうが，さもなくば適当に書いたもの。これで有名になる

とは，我輩の詩作にケチ（shikwa）をつけるようなもの」［GK：1062］と出版に不快感を表

している。だが岡時期に，イギリス人Henry　Stewart　Red　8）がかーiJブに対しウルドゥー

語の散文を書くよう求めたため，ガーリブは戸惑いを見せていた。1858年12月11臼付の

書簡でガーリブは，「Henry　Stewart殿にまだ手紙を書けずにおる。御仁（Stewart）はウ

ルドゥー散文を御所望なのだ。はて侮を書けばよいのやら。しかし貴兄（Aram）も考えた

まえ，ウルドゥーで自分の筆力をいかに示せようか。この［ウルドゥーの］文に繊細な意味

をいかに満たそうか。今もまだ何を書くべきか考えあぐねておるのだ，どんな出来事，どん

な話題をいかに組み立てようか。貴兄も意見あれば我鷺に教えておくれ」［GK：：1064－65］

と相談を持ちかけていた。ガーリブ自身はウルドゥー語の手紙に文学的価値を見出さず，手

紙とf散文作品」は別物だと考えていたのであろう。12月15日，ガーリブはAramに，何

を書くべきか再度尋ねている［GK：1065］9）。しかし彼自身，自分の書く書簡に対し関心が

高まっていることを実感していたことや，Stewartの要請が彼の散文執筆に拍車をかけたこ

とは間違いない。Aramとの書簡のやりとりの後，1858年12月18日付の書簡では，「Red

殿［Stewart］は［ウルドゥー散文執筆を3お命じになる。我叢はウルドゥーで自分の能力を

いかに見せることができようか。ウルドゥーに良質の文章（‘ibarat　ara’Oの余’地があろう

か。あるというならあるのだろう，我輩のウルドゥーは他人に比べ流暢（fa曲）だと思う。と

もかく，何とかしよう，ウルドゥーで葭分の筆力を見せようというもの」〔GK：1067］，と

ウルドゥー散文執筆に意欲を見せ始めている。

　周醗でのガーリブの書簡に対する関心が高まる中，　彼の許可を得ずCaudhri‘Abd　aレ

Ghafar　SurarとMunshi　Mumtaz‘Ali　KhanがMihrLe　Ghdilib［MG：abjadにより出版

年H．1278（1861－62A．　D．）が算出される］をまとめた。　MGにおけるウルドゥー語の簡

明且ついきいきとした表現はイギリス人官吏のための語学教材として高いられることとなり，

これが1866年に，教材であるInsha－e　Urdaの第2巻にintekhab－e　Ghdilibとして詩句と

共に掲載された。なお1865奪には16頁からなる長文の書簡がArama－e　Ghdilib［NG］の題

7）　王84G爺には，デリー。カレッジのペルシア語の教師に逓えられるところだったが，彼は断った。

　ガーリブは今H残っているペルシア語とウルドゥー語の詩作の多くを30代目頃，すなわち1830

　年代頃までに書き上げており，その冷しばらくは剣作活動が停滞していた。ウルドゥーの書簡は

　1847年のものが現存する最古のものだが，それ以蔚はペルシア語で書簡を書いていた。

8）　岡人物の特定ができず，RedかReidか不明。

9）　この書簡でガーリブは，散文を書くことを条件にStewartにDαsε甲掛を買い上げて貰うこと

　を計闘している。
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名でデリーから刊行されたIC）。

　1868年，ガーリブの許可の下に独立した書簡集‘Ude　Hindi£UHa〕がH．圭285年ラ

ジャブ月IO臼［1868年10月27　H］付で四一ラトから出版されたH）。刊行の反響は良好

だったようで，翌1869年には再版された。再版には，「［ガーリブの〕ペルシア詩は満月

（caudhwiR　rat　ka　cand）の女llく燦然と輝き，その名声を博しているが，ウルドゥーについ

ては，詩集（diwan）がH賂出たのみである12）。だが彼のウルドゥー散文（nathar）は数千

倍もすばらしく，その洗練された言葉は臼常を映し出している」［UHb：94］と，その散文

を賞賛した上に，前年に出た書簡集が好評を’博したため，これにガーリブの弟子‘Abd　al－

Gha鍬r　Surarが序文をつけ，さらにガーリブによる他人の著作に関する書評を加えたとあ

る　［UHb：95】。こうしてガーリブは自身の書簡の懸値を見出すようになり，自ら書簡の写

しを提供したり，周囲に対し，書簡を出版者に提供するよう要講した。1863年5月30日に

は，「この23通の封筒と34通の書状は決まり通り我輩の箱（baks［box］）に保管したま

え。もしさらに求められれば，この書状の写しを彼に，本物を貴殿に送ることにしよう」

［GK：403］と述べ，また1863年6月21日には，「我輩は書簡を貴殿宛として一一まとめで彼

［Mirza‘All恥sain　Khaη］に渡した。貴殿に渡すか否かは彼に託した」［GK：405］と書

くなど，書簡を積極的に提供している。

　その後ガーリブの弟子2人，Majr的とQurbaパAh　Beg　Salik［1824一三880］による序

文が添えられて出版された書簡集Urda｛漁セ〃σは1869隼3月6B，ガーリブの没後19

日目に出版された。書簡集は題名を変えたり選集になるなど，これまでに多くの版が出され

てきt：　13）。

　ガーリブの書簡には詩の添潮や詩集や書簡の出版に関する話題の他，ムガル宮廷やイギリ

ス政府からの年金（pensan；penshan）支給に関する言及や生活全般の話，あるいはインド

大反乱後のデリーの状況が当聴の口語で描かれている。

　なお，ガーリブの書簡の英訳版にはRussel　and　lslam　1969，　Rahbar　1987があるが，前

者はガーリブの書簡とペルシア語の日記Dαs纏樋を用いてガーリブの生涯における事実関

係を明らかにしたもので，後者は170通の書簡の英訳である14）。

1G）NGはりトグラフ版で総遭難16，大英図書館所蔵。（筆者確認）（14117．6，1G）。巻末に，　Mirza

　Rabim　Beg滋ての書簡が，デi，一のMatba‘Muhammadi　M晦ammad　Mirza　Khanより刊行
　されたと記されている。なおNdmae　Ghdilibは〔Da’udi　1967：147　一　173］に採録されている。

11）大英図書館所蔵。UHaはメーラトより出版されたリトグラフ版で総級数188。　UHbは里心ラ
　トからの1869年の再版で，1878年にデi］　一三，同年カーンプール版が刊行された。（いずれも筆

　者確認）。デリー版，カーンプール版共にメーラト版のコピーである。

i2）Ri孝a：7－8によれば，ガーリブのウルドゥー語詩集は1841年に初版が出て以来，1863年まで
　に5版が幽ている。

13）　たとえば，RG；Nl勿mi　l921　i　Mlhr　l969など。

14）Russel　and　Islam　19691ま，ガーリブの生涯に焦点が絞られており，大反乱時の状況に関して

　も，彼の著述活動や年金獲得に関わるイギリス政府との折衝の模様が浮き彫りにされている。
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9　大反乱当時のガーリブについて

　1857年5月11臼，インド大反乱の兵士がデリー入りしてデリー市内の治安が悪化すると，

ガーリブの友人や弟子の多くはデリーを脱出した。だがガーリブは大反乱の前後約3年置市

壁に蕾まれたShahjahanabad内の街区　Bailimar2rpの自宅に籠り，1857年5月11　Eiより

58年7月21Eiまでの出来事を，ペルシア語のH　SE　Dαstanonに記し，1858隼に出版した

〔GK：：584；986］15）。大反乱以萌，彼はザファル帝の詩作の師匠として宮廷に出入りしてい

たが，1854年にKギリスがザファル帝の後継者はないとの決定を下すと，ガーリブはDαsta－

nbaにおいてデリーの破壊を嘆きながらも，イギリスの保護を求めてイギリスへの忠誠を示

し，巻頭にはペルシア語によるヴィクトリア女王への頒詩（qa§lda）も付してこれを1858

年ll月にアーグラから出版，　Lord　CanRiR9を通して女王にこれを献上した他，イギリス

人官吏にも送った。同様に，ガーリブは大反乱制圧後のデリーのcommissioner，　Ajerton

に対しても1858年王0月にウルドゥー語で頒詩を献上している［GK：1058－1059］。イギリ

スから再度年金を支給されるには大反乱制圧［1857年9月20臼］後2年半以上待たねばな

らなかっだ6）が，新たなパトロンを求めて執筆に取り組むガーリブの逞しさが伺える17）。

　Dastanba執筆後，即ち大反乱鎮圧後に郵便調度が復活すると，ガーリブはウルドゥー語

による書簡を再度書くようなった。この時期の書簡には荒廃したデリーの様子，特にShahj－

ahanabadの状況が，都への強い郷愁と共に描かれている18）。

巫　テクストの翻訳

デリーの惨状

　貴兄はこれが何事で，何が起こったかを知っておるか。我董と貴兄が友だった時代は過ぎ回ったのだ。

15）　ガーリブは，1858年11月頃の書簡でDαstanbabは，アラビア語語彙を一一一ee入れず，ペルシア

　語のみで書き上げたと自慢している［GK：8G1；986］。

16）　イギリス政府から年金が出たのは1860年5月のことだった。

17）　［GK：508］にイギリス側から礼状が届いたとの記述がある。

18）　なお，当時デリーに住んでいたウルドゥー詩人達は，デリーの没落を悼む詩shahr　ashobを記

　し，『デリーの嘆きFughdn－e　OihltSという題名の，複数の詩人による詩集を出版させている。

　Shahr　ashob研究に関する近年の成果としては，久保2001を参照せよ。特にウルドゥー文学に

　おけるshahr　ash◎bについては，‘Abd　Allah　1965；Na‘im　1968；Yamane　20GO；山根200Gを参

　照。当時の詩人は，デリーの没落を嘆きつつも，ガーリブ同様，イギリス政府による復興を称え，

　イギリスによる保護を期待していた。この他，当時の状況に関するウルドゥー語の資料としては，

　Nipaml　1919；1920－a；圭92G－b，新聞を集めたSiddiqi　1966，大反乱当蒔の兵±sまpahiの書簡集

　Qureshi　1999が公刊されている。未公刊のものには，大英図書館所蔵のAG　I，H，皿がある。
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我盤と貴兄は色恋を経て詩を詠み，詩集を編んだもの。あの時代，我と貴兄にはデリーに友たる年長者

あり。その名をMunshi　Nabl　Bakhsh，雅号を翠aqirと称したり。それが突如あの時代が失せ，かの

人々も消えたのだ，あの出来事も消え，交わりもなし，歓びもなし。しばらく後に我らは別の時代を迎

えることとなった。とはいえ俄らが3様は，前の時代を鏡に映したが如きである。郡ち，我難が一遡

の書状をMURshl　Nab1　Bakhsh殿に送ったところ，その返信が我に届いたのである。また一通の書状，

澱兄，Munshl　Hargopal，　Taftaを号する者より本柱落掌。我蘇の住む町をデリーと云い，その街区

（muballa）の名をBaU至marap　ka　muhallaと呼ぶが，あの時代の友は一人として得られぬ。ああ神よ，

探しあぐねてもこの町でムスリムに出会うことは無し。富める者，貧しき者，職人，属る者全てが余所

者（bahar　ke）なのだ。他方ヒンドゥー達（HunUd）は僅かずつながら住みだはじめた……大袈裟と

思うなかれ。當める者，貧しき者，皆逃げ出してしまった。残った者は追い出された。Jagir－dar，年

金受給者（pensan－dar），金持ち（daulatmand），職人（ahl－e　harfa），いずれも無し。詳しき様を書

けば，我輩1は怯えを覚える。a857無12月5殿，　GK：二266　一　267」

　貴兄（Hakim　Ghulam　Najaf　Kha孕）も知るとおり，潮汐の騰に住むには，お上（sarkar）の許可

なしにはかなわぬのだ，外出するにもチケット£許可証］なし（be一㌻呈ka◎ではいかぬのだQされば我

雛は何としよう。どうしてそこに行けるというのか。嚢兄がこの町にいるというのなら，勇気を出して

貴兄の許に行くものだが，Sher　ZamaR　Kh的殿は一度来て，また来るとは書うたものの，その後来た

らず。£1858年2，3月GK：；　627］

　ムスリムの男（adml）は晦を許可証（㌻ik纏［ticlget］）19＞無しには歩けず。〔1858年3月5臼，　GK；

270］

　……さらに怯え，辛き折にはこの詩句を読みで黙るなり。

　　ああ　突如出でたる死よ　そなたは何を待つや

　我叢が，味わいのない，破滅の衷しみのうちに死ぬとは思うなかれ。痛みの話は我盤も知っておる，

我鷺が述べたいのはかかる痛みの話である。イギリス人のうち，黒き顔20）の手にかかって殺された者の

中に，我壷の期待していた巻があったのだ，親友，友人，気の置けぬ友，弟子もまたあった。インド人

（Hindustanl）にも友あり，弟子あり，恋人あり。それが，これら皆がなべて土に帰してしまった。親

しき者1人の死の悼みはまことに若しいもの。［我瀧は3多くの親しい友を失い嘆く身にあって，生き

るのが易しいはずもない。ああ，かくも多くの友が亡くなるとは，今我鷺が亡くなっても，我灘のため

に泣くものさえ残っておらぬ。£王858隼6月か7月，GK：281］

　ともかく，この騰の様子（akhbar）を聞きたまえ。命令が下り，王1月王H月曜臼の夜に，イギリス

人殿たちがそれぞれの家に明かりを灯し，バーザールや［デV一の3コミッショナー閣下（§a皐ib－e　kam－

ishonar［commisioner］bahadur）のお屋敷（kothl）にも明かりを灯すことになるとのことQ小生

（faqir）も18ヶ月奪金を得ておらぬが，ともかく家に明かりを灯すことになるだろう。そこで布のコ

ミッショナー閣下に15句（bai£）になるキタア（qita‘）を書いて送っておいた。［1858無1G月1露，

GK　：　1058］

19）大漁乱読デi］　一を離れた佳人が再度罵住するための許可証［Rahbar：448ユ。

2G）　インド人。
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　1857年5月11日，この地に騒乱が起こったその田より，我は家の戸を閉め，行き来を1とめた。何も

せず過ごすというのは辛きものである。［1858年11月18Ei，　GK：584］

　チョークのべーガム公園（Begam　ke　Bagh）の入り口前の貯水池（bauO脇に井戸があったが，そ

こには瓦礫を入れられ閉ざされた。Balllrriararpの入り目脇に在った店島山は壊されて道が拡張された

…… wでの噂では，1859年初めに喧々が町に住むとのこと，また年金受給者には望むがまま受給され

るとのこと。〔1858年12月22臼，GK：500－5Gl］

　　この町には臼毎新たな掟の生まれたる　　先のことなどわかるべくもなし

　メーラトより戻ってみれば厳しき様子である。白人の保護にも心は安まらぬ。ラーホーリー門の巡査

（thanedar）が藝塵（m◎ndha）を敷いて道に座り，外から自人の目を盗んで［Shahjahanabad内に］

入り来るのを捕えては入庫させている。ffakimは　［違反者への罰として］5回の鞭打ちか2ルピーの

罰金，あるいは8日間の拘留を定めた。さらに派出所（thana）に命じたのは，誰が三二許可証無しで

佐み，誰が許可証を所持しているかを調べることだ。派出所ではリスト　（naqs）｝a）が作られだした。

この地のjam‘adarも我灘の元にやって来たので，我輩はこう答えてやった，さて，貴兄は我をリスト

に書き込まなくてよい。我羅については別にこう書くべきである，即ち，「庫金受給者アサドゥッラー・

ハーンは1850年よりPatialaのbakimの兄弟の邸宅（baveli）に住んでおる。黒人21）の時代にいずこ

に出たこともなげれば，卍巴の時代にもtllたことはなし，また［イギリス政府によって葺出されたこと

もなし。Burne（Barn）22）大佐閣下の口頭での命により岡三の住まいは定められた。これまでいずれの

願ki珊もこの命を変えておらぬ。ここに現bakimの雄限のあるのみ」と。一昨日，この一文をjam

‘adarは街区（rnuballa）の住人リストと共にkotwaliに届けた。昨日命下りたところでは，町の外に

家屋敷を構えた場合は，その家を壊すこととなる由。今後は［Shahjahanabadの外に家を建築するこ

とを］禁ずる旨を知らしあた。また，［Shahjahanabad内への居住許可証が］5000ルピーで発行され

た。ムスリムで下闇に控まうを望む者は支払うべし，ということだ。その支払方法を決めるはbakim

にあり。金を出して許可証を得よ，という。町に住むなら家は［50GOルピーの負担で3破滅。さて，

町に住むのに吉祥の時間（mahUrat）が訪れようか。住まう者さえ追い出されるというのに，外に住む

者が町に戻ろうか。£玉859黛2月2R水曜El，　GK：501　一　502］

　かの地　［ラクナウー3　のコミッショナー　（§的ib－e　kamaishonar　bahadur－e　a‘名ara）　は，役人

（‘umla）がヒンドゥーで温れているのに気づかれた。ムスリム（ahl－e　lslam）はいなかったのだ。そ

こでヒンドゥーを他の地域に送り，代りにムスリムを増やされたのだ。これ［ムスリムを役人に復帰さ

せる案3はデリーの災難に対しては起こっていない。ラクナウーの他，全ての町では，大反乱

（ghadar）以前の状態となった。今ここでは許可議（茎ika㌻［ticket］）が発行された。我肇も見た。ぺ

21）　インド人を「黒人ka王e　wale」，イギリス人を「白人gore」と呼んでいた。

22）GKI；887によると，　UMではBraun（Brown）となっているが，実際はBam（Bume）であ

　る。1）1：62によると，Sir　Owen　Tudor　Burneは1837年生まれで，1855年にイギリス軍入隊，

　インド大反乱に従軍し，ラクナウー陥落にも参加した。1869年から72年までインド総Pt　Lord

　Mayoの燗人秘書を務めたが，この書簡の時期の職務については言及がない。1861奪にLord

　Strathnairnの軍事：顧問（Military　Secretary）だったとある。
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ルシア語でこう書いてあるのだ。「デリー市内の居住許可，但し内部［での居住］には支払いが条件

（ba－shara1一i　adkhal－e　jurmana）」〔1859年2月GK：504］

　インド（9industan）の帝国（qalamrav）は光を失った。数十万人が亡くなり，生ける者は，数蒼

万人が逮捕された。生きている者には力（maqdar）がなくなっている。［三859年4月19　H，　GK：

1071］

　［我輩の地区の］人の賑わいはまた減った。ラーホール門（Lahori　Darwaza）の地区の，百輻弱の

家に人が住んでいる。数千戸の村（bastl）になった。数年内にこの地区にも人の住むこととなるだろ

う。この地に人が佳めば，他の地区でも［佳人の帰還が］始まるであろう。慌てるべからず，急ぐべか

らず。［1859年6月18購，GK：674］

　Agha　Baqirの王mambaraは，神の［作った3嘆きの館（khudawand　ka　‘aza　khana）である以上

に，旧名な古き礎としても知られてきたものだ。これが破壊される衷しみを感じない者があろうか。こ

こには今2本の道が走るという。一本は三木道（餌andi　sarak）23）で，もう一本は鉄道（ahni　sarak）

である。それぞれの　こ道の］位置は離れ離れになるとのこと。それよりも一大事なのは，自人の兵舎

（barak）も晴［Shahjahanabad］内に出来るということだ。そして二二の前のところ，　Lal　Pigglの

ある場所が更地（maidan）になるという。　MabbObの店並，牛車（bheliyop）の小屋（ghar），三舎

（Fil　Kha鷺a），　Bulaqi　BegamのkacaからKha§Bazarまで，これが全て更地になるという。つまり，

Ammu　Janの門から宮城の堀（khan（iaq）まで，　Lal　Pigglといくつかの井戸以外の建物は跡形もな

くなるであろう。本騰，Jan　Nithar　Khapの屡根つきの遡り（chatta）の家並（makan）が取り壊さ

れ始めた。デリーが荒廃する時に我輩が悲しまぬはずがない。もし隣の市蔑（ah玉一e　shahr）でいられ

なくなるなら，いっそ購を取り上げて竈にでも放り込もうか。［1859奪7月28瞬，GK：771－772］

　［デリー市内への］往来の許可証は廃止となる。乞食（faqir）と武器を持つ者は入るのを許されず，

残るヒンドゥー，ムスリム，男女，乗り物に乗る者，徒歩の者，望めば入り得て，出で得る。だが居住

のチケットなしには，夜聞，町に住むのを許されぬ。賑いし所は道路となる。白人の管区（cha’ORi）

が町内部にできるそうな。とはいえ何も変わらず。どうにかJanithar　Kharp24）の所に屋根骨の道が出来

たところ。デリーの住人はラクナウーを馬鹿にしておる。数十万の家屋が取り壊され，跡形無き広場に

なった，と。£1859奪8月18藏，GK：：774］

　町の様を知る由も無い。Paunτ頗25）なるものが施行された。穀物（ghalla）と牛糞（upla）をおい

て税（mab＄al）のかからぬ物はなし……ジャーマ・マスジド界隈は25フィート胴方の広場になる由。

店麗や邸宅は取り壊されるらしい。「永遠の館（dar　aレBaqa）」は消えようとしている。ただアッラー

の名のみ残るのだろう。Khan　Candarの路地（kaca），　Shah　Botaのバニヤン樹も無くなるようだ。

双方から鶴騎が振り下ろされておる。他は無事。こ王859年1王月8日，GK：：512－513］

　この頃この地にはパンジャーブ地域のbakimが来た。　Paun　Tutl［Town　Duty］に関するk◎nsal

〔council］が開かれた。一昨日，11月7Hに施行された。　Sa王ik　Ram　Khazanci，　Chunna　Mal，

23）並本で木陰のできる道を「涼しい道（thandi　sa；ak）」と呼んだ。

24）　GKI：771－772に出てくるJan　Nithar　Khapであろう。

25）入市税（Town　Duty）の下り。
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Mahesh　Dasの三人が責任を持って（lariq－e　amanl）この職務を撞当する26）。穀物（ghalle），牛糞

（uple）の他税のかからぬ物はなし。ε自由に］居｛主できる命令が下った。人の波が押し回せてきた。か

ってのおふれでは，持ち家の主は住んでもよいが，間借りする者は住んではだめとのことだった。～昨

日のおふれでは，間借り者も住めるという。ただし，何人も露玉に間借り者を置くことは許されぬ。家

のnishanを持たぬ者や間借りを続ける者も戻り始めた。ただ家賃はsarkarに支払うこととなる。

〔王859葎11月9H，　GK：67gj

　デリーの人，特に王家の盤族（umra’e　shahl）はどの町に行っても悪名高く，人々は皆彼等の影から

逃げておる。［1859年ll月29墜，　GK：：779］

　何をや訊くのか，何を書き記そうか。デリーの町は幾多の騒乱に苛まれたのだ。窩城，チャーンド

ニー・チョウク，日毎のジャーマ・マスジドの集い，週毎に賑わうジャムナー川の橋の憩い，毎年の花

祭27），この五つは最皐なし。さればデリーよいずこ。かってその帝国にその名のありき。［1859年12

月2日，GK：514－515］

　太守殿［Nawwab　Dha　al－Fiqar　al－Din］，一昨E嘲，貴殿の書状が落掌いたした。その日の牛後

Lad＄a垣b［Lord　Sahib］の軍勢が来たるカーブリー門の壁の近く，　Bholo　Shahの墓所の前では上等

の天幕が張られた。残りの軍勢3万は庭園まで降りてきた」859年12月29臼本曜日のことである。

さて，ガーリブの苦難の物語をお聞きくだされ。一昨日貴殿の書状を読んで軍勢［の方］に向かい，秘

書（mir　munshi）28）に会うた。御仁の天幕｝こ座り，秘書殿（§abib　sekretar－e　bahadur）に£自分が

来たこと劇報さす。小間使いと共にカッルー（Kalla）29）も行っておった。［先方より〕返答があり，

［先方からの］挨拶が伝えられ，［面会の］暇はないとのこと。それで我羅は自宅に戻って来たのである。

昨臼再度参じ，［先方ie参上したと］報せた。命が下って臨会すると］，叛乱の折，貴様は叛乱軍に媚

ていたではないか，今我等と会うのをなぜ求めるのだ，という。この世に暗黒が垂れ込めてしまった，

願いは永遠の絶望となり果てた。Darbarなく，襲美の衣もなし，無論もなし。［1859年12月31日，

GK：516］

　Lad＄的ib£Lord　Sahib］のdarbarがメーラトにて催された。デリー地域のjaglrdar，デリーのコ

ミッショナーは命によりメーラトに出向いた。［darbarの3高い慣わしにのっとって会いに行ったので

26）　Gupta：235には，　Dehli　Municipalityのメンバーの弓ストがあり，　Chunna　Malは1863奪か

　ら1870隼まで，Mahesh　Dasは1863年から1874奪まで努めている。いずれもbankerで，おそ

　らくはかーリブの書簡の人物と同一であろう。

27）　「花祭ph溢walon　ka　melajは，　Dihlavl　1918：558によると，ムガル婁帝アフマド・シャー

　二世（Abmad　Shah　Thani）の豊子Mirza∫ahanglrがイギリス政府によりAlahabadに左遷さ

　れたとき，王妃Mumtaz　M的a1は豊子がデリーに戻るのを懇願し，もし皇子がデリーに戻るこ

　とが紳えば，Ue者　Khwaja　Q虞b　al－Din　Bakhtiyar　Kaklの霊癩を花で飾ると誓った。この霊廟

　の近辺には黛帝の建造物があり，特にアクバル・シャー二世は雨畢になるとこの地で過ごすのを

　好んでいた◎王妃の願い通り辛子の復帰が実現すると，王妃は霊繭を花で飾り立てたが，このと

　き城内のみならず，デリー中の人々も皇子の復帰を喜び，その後毎年サーワン月になると，この

　三三を花で飾る祭が始まったという。Kak1爾の写真は，　Kh鋤1990：65；81に掲載されている。

28）　インド人秘書。

29）　ガーリブの使用人カリヤーン（KaHy麺）の愛称。
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ある。12月29日木曜臓の日が高くなった頃，Lad§的ib［Lord　Sahib］カゴこの地に着き，カーブリー

門（Kabli　Darwaza）の市壁の下に天幕を張った。まさにその頃，大砲の音を聞いたので，すぐに我叢

は［乗り物に］乗りこんだ。インド人事務蜜（mlr　munshi）に会い，その天幕に座って，イギリス人

事高志（§諏ib　sekretar）に［ガーリブが二会に来たと］伝えた。〔すると］暇なしとの返事が戻って

きた……ムスリムの財塵返還の命が下りた。借りていた者は，その借り賃を免除されることとなった。

麺1860奪1月1臼，GK：516－517］

　ラクナウー（Lakhna’u）の荒廃には心が痛む。だが壷見も覚えておろう，かの地は騒乱の後，道は

広くなり，バーザールが良くなるであろう。見る者は皆それを饗めるだろう。そしてデリーの騒乱の後，

［これを褒める者は］誰もおらぬだろう。この地は，騒乱に次ぐ騒乱，町の面影は，窟城のラーホー

り一門から町［Shahjahanabad］のうーホーリー門までのこのバーザール3。）以外，悉く壊され，壊さ

れっづけるのだ。〔王86G年6月ll日，　GK：547］

　家並みやモスクの破壊の様を何と書き干そうか。この町［Shahjahanabad］を作った者3Dは，家屋

を作るのに心血を注いだであろうが，今のこの国の虫32）が取り壊すのに注ぐ心面ほどではなかろう。あ

あ，アッラーよ。宮城のほとんどの建物，そして町のいくつかのシャージャハーナーバード時代の建物

（Shahjahani‘imartep）は鶴噛が悉く取り壊してしもうた。それどころか，陣門では，そのような道

具は役に立たぬので，爆薬が埋められ33），火薬が撒かれ，強固な（sangin）建物は吹き飛ばされた。

［1860年8月24闘，GK：993　一　994］

　ここでは町が取り壊されている。良く知られた大きなバーザール，Khas　Bazar，　Urda　Bazar，そして

Khanam　Bazarは一つ一つが村（qa§ba）［ほど大規模3だった。だが最早どこにあったかもわからぬ

有様だ。柱人達や店空達は，霞分の家が何処｝こあったか，店が何処にあったかを言えぬのだ。［1860年

9月，　GK：607〕

　鳴呼，今やデリーの儀人とは，ヒンドゥー（Hinda），職人（ahl－e加rfa），ハーキー（khaki）34），

パンジャービー（Panjabl），白人（Gora）である。かかる盤の［話す3言葉を誰が褒めようか。ラク

ナウーの町にはさしたる変化もないという。［アワド3王蟹は滅べども，その道に秀でる者はこれ残っ

ている。香り高き葦籔は，東風は堅いずこ。あの趣はこの屋敷にてこそ得られるものであった。Mir

Kha擁tiの邸宅は在りしffの衝影を残しておらぬ。然り，時は移ろうものなり。難儀なのはカーり一

井戸（K：ali　Kunwap）が枯れたこと。ラール・ディッギー池（Lal　Piggl　ki　Kunwerp）の共戸水は，

皆悉く塩辛くなってしもうた。詮方無く，塩辛きままこ水3を飲んでおる。その水は熱し。一昨日，

［輔に3乗り35），井戸の様子を見ようとい出てみる。ジャーマ・マスジド（Jame‘Masjid）よりうー

30）　チャーンドエー。チョウク周辺。

31）　ムガルの豊帝。

32）　イギリス。

33）取り壊しのための爆薬を城颪に埋めること。

34）　インド人傭兵。

35）　「輪（かご）」は，翠all　1897：35にあるように，凹い籠（pa王ki）と思われる。〔ベルニエ：238］に

　ある，「有蓋で，中にいす一㈱がある小型の駕籠。前後から二人の入間が韓を持ち上げて運ぶ」と

　同一であろう。なお，Dr。　Tabassum　Kaskmiriによると，輔にはpalklとnalkiがあり，palkiは／
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ジ・ガート門（Raj　Ghat　Darwaza）まで，大袈裟に書わずとも，これ砂漠の如し。煉瓦の山積み取れ

ば，不毛の地となろう。Mirza　Goharの小庭（baghice）のこちらに竹数本分の（幅の）低地のあった

のを覚えておるか。あれは最畢［煉：瓦などに埋もれ］小庭の平地と高さを同じうする。ラージ・ガート

門は［瓦礫に埋もれて］閉ざされたり。影壁の［上部の］飾りが見えるのみ。カシミーリー門（K：ashm－

lrl　Darwaza）の様は貴兄も見たことであろう。今やカルカッタ門（K：alkatta　Darwaza）よりカーブ

リー門（Kabll　Darwaza）に至るは更地と成り果てぬ。パンジャービー横丁（Panjabi　Ka㌻ra），ドー

ビー長屋（Dhobi　Wa；a），ラーム・ジー・ガンジ（Ram　Jl　Ganj），サアーダト・ハーン横丁（Sa‘adat

Khan　ka　Kaira），将軍夫人の邸宅（Jarnel　ki　Bibl　ki　Have19，集祷屋ラームジーダースの家並み

（Ram　Ji　Das　G◎dam　Wale　ke　Makanat），サーヒブ・ラームの庭園（＄a転ib　Ram　ka　Bagh），邸宅

（摯aveli），これ金て跡形も無し。即ち，都は砂漠となってしもうたのだ。さらに井戸は枯れ果て，水は

貴石の如く［得がたいものと3なったので，砂漢は［悲劇で知られる，水の無い3カルバラーの砂漢と

なり果てた。アッラー，アッラー，デリーは消えたというのに，デリー人はいまだにこの地の言葉を誉

めそやしている。鳴門，隠明きよ，神の下僕よ，ウルドゥー・バーザール（Urda　Bazar）無きあとに，

ウルドゥーはいずこ。鳴呼神よ，デリーは最畢都にはあらず，キャンプ（Kamp）なり，軍営地なり。

四馬も無く，町も無く，バーザールも無く，水路さえも無し36＞。ξ1860年，GK：524〕

　5っの軍勢がこの町を立て続けに侵攻した。最初は叛乱軍（baghi）の軍勢これで確民（ahl－e

shahr）の罵場所（e‘tebar）が奮われた。第2は傭兵（khaki）の軍勢。これで生命，財産，家族

（namas），家，住人，空も大地もこの世の金てが悉く奪われた。第3は餓謹（kal）の軍勢。これで数

千人が飢えて亡くなった。第4はコレラ（bai4a）の軍勢。これで多くが腹を満たしながら亡くなった。

第5は熱（tap）の軍勢。これで体力活力が奮われた。死んだ者は少ないが，熱を出すと身体の力が抜

けるのだ。今を以ってこの軍勢はこの町を虫っておらぬ。我が家では二人がこの熱に罹っておる。一人

は長男坊（bara　la；ka）37），もう一人は我難の小聞使いの長（daragha）。どうか二人とも響く健康に

なりますように……あはははは，難afi霧Mubammad　Bakhsh殿，我が祇りを受けたまえ。　Mughal

‘All　Khap　は反乱の少し前に水腫（mustasqi）に罹って亡くなった。ああ，何と記せばよいのやら，

耳aklm　RaZa　al－Din　Klhapは民衆の虐殺（qatl－e　‘am）の折，傭兵（khaki）が銃を発砲して殺した。

そしてAbmad￥usain　Khapの弟もその日に殺された。　Ta1‘a　Yar　Khapの息子は二人とも，　Tonk

から辞去して戻ってきたが，反乱のせいで行けず，ここに留まった。デリー制圧後，この二人の無実な

＼日本の江戸時代の駕籠帰様，駕籠が握ぎ棒の下に位置するもので，nalklは駕籠が握ぎ棒の上に

　位置するものであるという。近藤治1977：i89に駕籠に乗ったイギリス人の写真が紹介されてい

　る。

36）　この書簡には鐙釣がない。Khaliq　AnlUmは，（1）この書簡にアレキサンダー・ハードリー

　の面面があるが，同人の没年が三86三年7月7日である。（2）デリーの区画整理は1860庫に始

　まった，ことを理由に，書簡の霧かれた年を1860黛に推定している［Anjum：895］。

37）　ガーリブ夫妻には7人の子供が生まれたが，皆亡くなったため，妻Umra’o　Begamのue　Zen

　al一‘Abidin　Khap‘Ar圭fを養子に迎えていた。だが‘Arifも1852年に亡くなった為，‘Arifの子供

　二人Baqir‘All墨1ap　G847年生）と翠usain‘Ali塾aなを養子に迎えた。子供たちの墓はガー

　リブの墓のそばにある［Ram　1977：16－17］。
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る者は絞酋刑にされた。Ta1‘a　Yar　Kha陰はTonkに居る。生きておる。しかし，死ぬより酷い様子にあ

ろうことは疑いない。Mir　Ckotamも絞首刑となった。§abibzada　Miyan　Ni鱒m　al－Dlnの様子とい

えば，購のお偉方が皆逃げた所へ，御仁も逃げた◎Barodeに行ったりAurangabadを訪ねたり，耳aid－

arabadに寄ってみた。昨年，即ち冬にここに蔑ってきたが，お上（sarkar）は御仁を無実と判じたものの，

命だけが残ったようなもの。Ko㌻lwali　CabUtraの裏手にあったRoshan　al－Daulaのあのmadrasa，故

Mughal‘Ali　Khapが住んでいた　Khwaja　Qasimのあのhavell，あれは元々耳azrat　Kale＄的ibの訴

有だったが，Kale§abibの後Ni額鵜al－Dinの手に渡り，その後競売にかけられてその売上はsarkar

に収められた。［1860奪，GK：989］

　カシミーり一横丁（Kashmiri　Ka㌻ra）は荒れ果てた。鴫呼，あの蕩き戸ロ，あの大きな屋敷はいず

れも見当たらず。一体何が起こったというのだ。鉄道（ahni　sarak）謝の敷設は乗だ延期のままにある。

［1861奪1月9臼，GK：522］

　町は静まりかえっておる。どこにも鶴騰の音は響かず，穴を開けて家を壊すものでもない。鉄道

（ahnl　sa；ak）が敷かれる様子もなし，砲台が盛られるもなし。デリーは沈黙の町になっている。［1861

年9月22日，GK：533］

　昨臼，貴兄こNawwab‘Ala　al－Dln　Ahmad　Kh如‘Ala’1］の奮状に，デリーが大きな町で，あらゆる

人がそこにいるだろうとの言葉を再び干た。ああ，我が友よ。これはかかるデリーには葬ず。貴兄の生

まれたデリーには罪ず。貴兄が学んだデリーには罪ず。貴兄がSha‘ban　Begの邸宅（baveli）まで，

我i薩に学ぶために訪れていたあのデリーに葬ず。我藍が7歳の疇より行き来していたデリーには非ず。

5王年住んできたデリーには非ず。これはキャンプ（kamp）なのだ。ムスリムの職人（ahレe　barfa）

や加kka照の弟子，残りも金て無し。玉座を奮われた皇幣は生き残り給いた。毎月5ルピーを得てお

られるとのこと。〔1862年3月1殿，GK：383－384］

　御｛の行方は知れぬまま。見たところ雨季が，〔デリーに］到来するのを隈んでいるようだ。雨季の

名が出たところで，先ずは少し聞きたまえ。黒人（ka圭e）39）の叛乱が起こり，次いで白人の騒ぎになっ

た。家屋の崩れ落ちる騒動が起こり，疫病の災難となった。さらに飢饒の圏難が訪れたのである。今や

この雨季は，それら全てを集めたようなもの。本日は［爾季に入って321El　9なり。太陽は雷光が如

く［わずかの間だけ］見えるのみである。夜，星が見えれば，人はそれを蛍と思ってしまうのだ。二野

の夜は泥棒の稼ぎ蒔となり，数件の盗みを聞かぬ臼はない。大袈裟に思うな，千の家屋が崩れ落ちたの

だ。数百の人が，ここそこで下敷きとなって亡くなった。小路という小路は摺となって流れたのだ。即

ち，雨の降らぬは食糧飢謹（an　kai）なり，そして，穀物の育たぬ，こは水飢饅（pan　kal）なり。雨

が凄まじく降るために，植えた種を流してしまったのだった。未だ植えていない者は，植えるのを止め

てしまったのだ。さあ聞いたかな，デリーの様を。［1862年7月29B，　GK：534－5353

　この町にある祭りで，花祭（phOl　walop　ka　mela）と呼ばれるものがある。バードン月に催される

もので，購の貴族（umra）から職人まで，クトゥブ様（Q壌b＄abib）に出向いていった。〔皆］2，3

週闘その地にとどまるのである。町にあるムスリム，ヒンドゥーいずれのfirqaの店も閉じたままに

38）原語は「鉄の道ahnl　sayak］。

39）　インド人。



ガーリブのウルドゥー語書簡に見られる19世紀半ばのデリーについて 73

なっている。Bha’環ia　a1－Dln　Khan，　Shahab　a1－Din　K：hanに我鷺の許の二人の男も皆Qutb＄ahib4。）

に出掛けたまま。いま応接間（diw3n　khana）には我壷と蟻掛使いの長（daragha）が一人，それに

病気の使用人（khidmat－gar）1人が残るのみ。［1864年10月11日，　GK：659］

郵便事情

　この書状をしたたあ，受取人払い（be－rang）41）にて発送した。貴殿も山芋を受取人払いにて送るべ

し。半アンナなど大枚ではござらぬ。郵便屋（dak　ke　log）は受取人払いの書状を璽要と考えて早く届

けるのだ。前納郵便（post　paid）は放置されてしまうそ。こ1853年3月28日，　GK：252　一　253」

　昨εi9時1G時に郵便を出した。£1853年3月，　GK：253］

　貴兄に雷状を書き送り，その3環後にHardev　Singhより嘆願状（ム　　　　　コa「41）と25ルピーの受け取り，

並びに500ルピーの手形（hundvi）が届いた。［1853年6月14田，　GK：259］

　もし貴兄［9aqir］の書状が前納郵便（post　paid）で届くなら，我鷺は嬉しさを覚えぬ。受取人払い

（be－rang）にて送られよ。そしてMunshi　Harg◎pa玉［Tafta］にもそう伝えよ。いや，この手紙を見

せるがよい。多くの受取人払いの手紙が紛失してしまうのだ。［我輩はコ受取人払いを信頼しておる。

［1854年6月4日，GK：1143］

　貴殿より11月15H付の書状，本日，即ち11月18　H木ag　Hにここに届く。Marharaの書簡はデ

リーに4臼で癒く。Hardo’viの書簡がMarharaのものより何故遅れて着くのだろう。さあ嘉びたまえ，

この手紙は受取人払いにて送るぞ。だが小生には，いつ届いたかを報せたまえ。［1860年2月3日，

GK：629］

　貴殿の書状の返事を書くことができぬ。返信を書くところだが，カリヤーン（Kaliya￥）42＞の足が脹

れて歩けぬのだ。［1858黛3月5日，GK：27G］

　不思議な偶然もあるもの，4月22日木曜難にKaliy的が手紙を出してくると，その後ろを小包の配

達夫がやって来て，壷兄のパケット（pakig）43）を持って来た。受け取り（rasid）を書くのも無駄と思い，

包みを見始めたのだった……本H，貴兄の詩句の紙をパンフレット・パケット（pamflet　pakit　［Pam－

phlet　packet］）にてこの書状と共に郵送した。この書状は明灘，明後購のうちに，パケットは4，5

Hのうちに届くことになろう。［王858年4月25日，GK：274］

　4月25日に一三の手紙と小包（parsel）を送った。本照は30日，既に手紙も小包も届いたことと思

います。［1858駕4月30臼，GK：274］

　我輩に何故怒っておるのか。：本醗か，あと数臼で，貴兄（Tafta）の手紙を貰って丸ひと月になるで

はないか……よいか，毎月三通，三二に手紙を書くことを義務としたまえ。もし何か用あれば2通，3

40）花祭はK：hwaja　Qulb　al－Din　Bakhtiyar　Kak董繭で開かれたため，「ク5ウブ様（Q砥b§aりib）」

　と呼ばれた。

4D　受取人払いの消印が黒色だったことからヂ色なしbe－raB9」と呼ばれた。後述考察を参照せよ。

42）　ガーリブの使用人。

43）　ガーリブは「小包」としてpaki㌻とparselの2語を用いている。　Dr．　Tabassum　K：ashmiriに

　よると，paki頁packet］はやや大きめの封書など紙で包んだ郵便物で，　parsel［parcel〕は，布

　で包んだ郵便物を指す。
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通，用なければ，ただ禿気だと書くべし，毎月1度は書きたまえ。縢兄の〕兄上からの手紙もIO臼以

上届いておらぬ，返事は出したきりになっているぞ。［王858年6月19鰹，GK；276］

　Mirza　Taftaに祈りが旧きますように。侮臼も経つのに，何故手紙を書かぬのか。アーグラにいるの

か，いないのか。Mirza翠atim‘Ali殿の書状は属き，ここからその返事は送ったのだった。先方から

その返事も届いたのである。Mir　Mukaram輩usain殿の手紙は一・昨日属いたので，数購内に返事を書

くっもりである。我難の様子は，相も変わらず，

　　　　吉報の蕪びもなし，失望の恐れもなし

　［貴殿の］兄上の手紙は数臼前に落掌，£兄上は］我輩の返信を待っておられることだろう。一爾遡中

に書く気分になれば，兄上にも書くことにしよう◎［1858年7月18臓，GK：：278－279コ

　昨B正午kkle配達夫が来た。かの，手紙を配達する者である。来たと思えば蝋｛寸布（mom　jAme）の

小包（parsel）を抱えて持って来た。先ずlrk　pakit〔packetjが手紙の郵便で来たことに驚いた。さて，

その書算を見れば，貴兄の書いたpamfle妻［pamphlet］と2枚の切手がついている。しかしその先に

黒い消印と，何やら英語が書かれてあるのだ。配達夫が醤うところでは，　1ルピー1Gアンナ支払えと

のこと。支払って小包を受け取った。しかし不可思議な，これはいかなるごたごた（pec）なのだろう

か。おそらくは，貴兄の小間使いが郵便局に行き，これを手紙の箱baks［box3に入れたのであろう。

郵便局員たち（lgarparwaz）は気にも留めず，これを受敢人払い（be－rang）の郵便として送ったよう

だ。［1858年7月28露，GK：；2？9］

　驚嘆すべきは，Munshi　Hargopal殿が我簾1こ手紙を書くのをなぜやめたのかということだ。もし我

叢に怒っておるなら，それは何故か。もし町1こおらぬというなら，何処にいるのか。なぜいないのか。

いっ戻るのか。どうかこのことについて我輩に教えていただきたい」a858年9月3H，　GK：：1G52］

　我輩より挨拶を伝えたまえ，そして新聞の包み（lifafa－e　akhbar）が綴かぬことを報せよ。我戴宛

の包みは無くなったためしはないのだ。はてさて，どこに紛れたものやら。おそらくは御仁が受取人払

い　（post　paid）にて送ったものと愚われるが，されば受取人払いがなぜ届かぬのであろうか。［i858

年9月30日，　G正く：297］

　紙がなし。チケットもなし，前の封筒のうち，切手なき封筒があり。kitab44）から紙を千切って貴兄に

この書状を書いておる。切手なき封筒に入れて送る。悲しむなかれ，昨夕，どこからか贈り物（fatab）

が羅いた。今日紙とチケットを濫：文することにしよう。a859蕪U月8日，　GK：512－513］

　騰を臨げ続けるつもりかや，いっかは機嫌を戻そすのかや。もし何としても機嫌を戻すつもりがない

なら，騰を曲げる理由を書かれよ。我蜘ま孤独の中，ただ手紙のみに頼って生きるなり。すなわち，あ

る人の手紙が届けば，その御仁がお出でになったものと考えるのである。神のお陰で，どこかしらか，

数通の手紙の来ない騰はなし。否，二度ずつ郵便配達夫が手紙を持ち来る日もあるのだ。即ち，朝に1，

2度，夕に王，2度。劇画は心を奪われてしまっている。手紙を読み，その返事を書いて一Hが過ぎてい

るのだ。さて1G，12　N来，貴兄の手紙が届かぬというのはいかなる理由なのだ。これ灘ち，貴兄が来な

44）　当無は紙不足で，書簡や封筒のため1こ紙を蕎利値していた。本文にはkitabとあるが，印羅済

　みのkltabの頁を再利画するのは困難と思われる。　Dr．　Tabassum　Kashm｝riによると，書物の

　前後の白紙部分を書簡に利駕した可能性もあるという。
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いということなのである。手紙を書きたまえ，書かぬ理由を書きたまえ，半アンナをけちるなかれ。も

しそうなら£郵便料をけちるなら］，受取人払いで送るべし。［ま858卑12月27［一］，GK：307］

　このような謡を好きにはなれぬ。綿58年の手紙の返事を1859年に送るとは。面白いのは，この話を

貴兄に言えば，〔手紙を受けた］翌獄に返事を出したと言うことであろう。愉快なのは，我輩も正しく，

貴．兄も正しいことである45）Q［1859年王月3｝ヨ，GK：308］

　我輩は，貴兄の手紙が来て，その返事を書くのを待ち無がれているのである。昨夕貴兄の手紙が霜い

たので，今朝返事を書きつけた。膏名人に住所は必要なし。我肇は知られぬ身ではあるが，ペルシア語，

英語の三下宛の手紙は紛れることはない。時にペルシア認の手紙には控所に街猛（rauha呈la）の詑載な

し。英語の手紙には住所など一一切なく，町の名麟のみがある。外国（vilayat）46）からの我輩宛の英語

の手紙数通には，態々Ba窺阻ar鋤k3　Mu摯allaとある。［1859年2月19昭，　GK：310］

　兄弟よ，貴兄は貫入だ。何処にか行くのなら，何処に行くのか我輩に書きたまえ。もしくは，行く

先々で手紙を書きたまえ。貴兄の手紙の届かぬことで，我輩は疑念を抱いてしまうのだ。我輩が疑念を

抱くことを，貴兄はどうして好むのか。［1959年3月27H，　GK：312］

　一昨臼Ka肋4りが［貴兄に黍i願で羅けるはずの］靴を持ち帰ってきた。胞みの］爾方が開いたもの

を持って帰ったのだ。郵便局員（karpardaz）がでたらめ（購a）をやっておいて，小包（polinda）

を作って来いと言ったのだ。それでpolindaを作って持っていったら，2時12分（bara　par　do　baje）48）

に持って来いと言う。それで2聴茎2分（bara　par　do　baje）に持って行って，ずっと座り続けていた

ら，夜9時になって彼の手元から錘軽物が3発送された。受け取りを持って帰宅した。どうか君に届

いて気に入って貴えます様に。［1859年12月16日，GK：680　一　681］

　貴殿の書状を受け取った◎［一度に書き溜めず〕別々に手紙を書きたまえ。書状をしたため，受叡人払

い（be－rang）か前納郵便（post　ped［paid］）のいずれか，思うままに小間使いに託し，郵便局（dak

ghar）に送るがよい。瀬峰の］住まいの住所は要らぬ。郵便局は我が家の近くなり，郵便局長（dak

munshi）は我輩の知人なのだ。貴殿はこうなされるがいい，今日明βのうちに玄関に行き，集まって

いる書状を受け取られよ49）。そして丈夫な紙の封筒に入れ，受取人払いでKally鋤に託し，郵便周に

送らせたまえ。手紙には町で趨こりし新しき事を詳しく書かれよ。［1860年2月3騰，GK：629］

　50年来デリーに倥んでおる。寒晒適もの書状が盃る藤より届く。多くの人は〔宛先に］街区（muh

al玉a）を記しておらぬ。多くは前［に住んでいた］街区の名を記すのだ。翠ukkamの書状はペルシア語

か英語で書かれておるが，イギリスより届くもの（vilayat　ke　a’e　hu’e）は，ただ晦の名と我が名を記

45）　この書簡は，前の書簡（12月27繍付）を受け取ったTaftaが，年末に返信を送ったところ，

　年が明けて書簡が卜いたということである。

46）　この場合外国はイギリスを漉す。ガーリブは詩句やDastαnbabなどをイギリス人に献上してい

　たため，これの返答が償いたと思われる。

47）　ガーリブの使用人Kaliy鵠の愛称。

48）　Bara　par　do　baje（12の上に2蒔1）という表現は，　Dr．　Tabassum　Kashmlriも耳にしたこと

　がないが，2時12分という意味であろうとのこと。

49）　当直ガーリブはRampurのパトロンの許に赴いており，手紙の受取人であるUaklrn　Ghularn

　Nalaf　Khanに留守を任せていた。
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しておる。貴殿はこの［事情の］全てを知り，既に［宛先に住所のない］書状を目の当たりにしておら

れるのだ。なのに何故我肇に住所を尋ねるのだ。貴殿は，我叢が［名の知れた］裕福ではなく，職人

（ahレe　barfa）にも非ず，街区と管区（thana）を書かねば，配達夫は我が住所を見つけ得ぬと思うて

おられるのであろう。しかし，貴殿がただデリーと書き，我が名を記せば，書状の届くことは我輩が保

証する。［王861年三月4日，GK：369］

　我肇の書状が届かぬことを訴えるは間違いである，三殿への返信を怠ったことがあろうか。こ1864年

5月正8日，GK：411］

　そうそう，Rampurから戻り，1）urfish－e　Kavlydni　3GO冊を用意した。　Nawwab　Mir　Ghulam　Baba

Kh御殿と手分けして，150冊の荷物を作る。包みの上に麻布（tat）をかけ，郵便局（dak　ghar）に持

ち込むと，［受付を3拒否された。郵便局員（sarkar幻ak　waie）はこれを送るのを頑として受け付け

ず。Theke　wale，　pamf至e‡pakii　wtile［pamphlet　packet　wale］，　re玉wale［rai圭wale］，異［コ岡音，

これを送るのを拒否した。貴兄にはこの書状をlla4ratに読ませていただきたい，そしてこの件に関し，

［bazratが］仰ることを追出に書いてくだされ。願わくば，何とかしてこの荷物をそこに届けたいのだ。

この手紙の返事を成る丈早く書いてくれれば，我輩も有難く思う50）。［i866　SC　1月23日，　GK：566］

　かわらぬ世界，あの大地，あの空，あのスーラト，ボンベイ，あのデリー，・あのNawwab　Mir

Ghulam　Baba　Kh麺，あのSaif　al－Haq　Saiyabsi），あの死に損ないのガーリブ。イギリスの郵便は続

き，配達夫（harkara）は列車に乗る・…・・本撰Sha‘ban月の26臼，朝8時にこの手紙を書いておる。

8時になったところだ。今の時間までは貴児の手紙も，Naww飾殿の書状も届いておらぬ。どうか我

輩のこの手紙の返事を羅く書かれよ，そして書状を書かぬ理由を書かれよ。本日，幡子（t◎pD　6っを

小包（parse1）にて発送する。どうか小包が届きますように，そして貴兄が帳子を気に入りますように

……闔?は受取人払い（be－rang），小包はped（paid）なり。［1867葺1月36，　GK：：569］

捜　　査

　窟城の使用人（mulazrnan－e　qil‘a）はさらなる仕打ち，捜査（baz－purs）や逮捕（daraghir）に追い

込まれた。だがそれは皆，この騒配（hangam）を支持したり，加わった者なのである。我輩は貧しき

詩人，十年来歴史執筆と詩句の添劇にて関わってきた者。これを職（naukari）と思おうが，勤労（maz－

dari）と思おうが，この騒乱（fitna　o　ash◎b）には我は一切関せず。ただ詩作に仕えてきただけなの

だ。己れを無実（be－gunahi）と思えばこそ，購より出でず。我叢がこの厨丁に居ることをbukkam52）は

知っておるσされど皇帝のdaftarや闘諜（mukhbir）の報告で，我輩に関することが何ら晃つからな

かったため，［我輩iに関する］捜査（taibi）は無い。そうでなければ，多くのlagirdarが呼ばれ，捕ま

5G）Durfish－e磁吻伽」は1865年にQat‘Burhan（初版は1862年，　Nawal　Kishorより出版）の

　第2版としてデリーからiil版された。［Ram：21；GK：9G6］によると，1）urvishe　Kdivfydniの繊

　版費として，Nawwab　Mir　Ghulam　Baba　KharpはガーリブにIOOルピーの支援を行なった。

　IOOルピーで300冊を出版し，これを150冊ずつ，　Nawwabとガーリブが分けることになったよ

　うである。しかし郵便局は，15G冊分もの大きな荷物を受け付けなかった。

51）　ジャーナリスト。ラーホールで活躍した。

52）　イギリス人の為政者。
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るこの頃であるから，我鷺も一・一一一体どうなることやら。要するに我鷲は自宅に居る，戸ロより外に出るこ

とはない。E乗り物に］乗っていずこへと行くなど滅多になし。されば，誰かが我蛮を訪ねるべきとこ

ろであるが，この財で誰が来るであろうか。家という家は灯りの点ること無し。政治犯（mujrim－e　siy－

asat）は捕まりつつある。軍の統治（jarneli　band－o－bast）は［大反乱の始まった1857年35月ll

日より今日まで，擁ち1858年12月5日まで続いておる。褻しか悪しきかは我輩には判らず，このよう

な問題（amUr）にはbukkamも関心を寄せず。さてこの副いかなることとなろうか。ここには外より

許可証（tikat）無しには何人たりとも行き来できず。貴兄もここに来ようなどと断じて思うなかれ。

ムスリムの居住の許可が下るか否かを見届けるべし。［1857隼12月5日，GK：267　一　268］

　致藍の様子といえば，雑踏の文書（daftar－e　shahi）に我が名の記されたものは見つからず，またいず

れの間諜も我躍について何ら悪しき証言をしなかった。今のbukkamは我鷺が町に在るのを知ってお

る。逃げもせず，隠れもせず。呼ばれもせず，逮捕（darUghir）されず。いずれかの捜査（baz－purs）

あるならば呼ばれることであろう。されど，［これまで〕呼ばれたことが無いように，自らもこの用事

で出向いたためしはない。いずれの嫡kimにも会わず，いずれにも書状を書かず。何人にも面会を求

めず。薮1857奪35月より年金を得ず。さてこの9，1Gヶ月をいかにして過ごそうか。この先どうなる

ことやら全く見当がっかぬのだ。生きてはいるものの，生活は辛し。［1858年王月，GK：268－269］

　ともかく，神に感謝すべきは，宮城の書類（daftar－e　shalti）からは我董が反乱に関わったことを示

すものが見つからなかったこと。耳ukkamによれば，我輩は年金を申請するほど　［反乱の責任問題に

難しては］清らかな身である由。我肇については話すも及ばず，朗々とてなかりしことは皆の知るとこ

ろである。［王858年3月12日，GK；272］

　さて，我輩の痛みを聞いておくれ。逃げもせず，捕まりもせず。宮城の書類より我肇に関する書類は

何ら出てこず。［イギリスに対する3いかなる裏切り（be一一wafa’i）や謀反（namak通rami）の汚点も

我輩にはっかず。この地でGorl　Shankar乃至　Gorl　Diyal，若しくは誰か他の者が，反乱暴に報告書

（akhbar）を送ったとのことである。そこにakhbar　navis53）がこのような詑事を書いたのである，す

なわち，某臼，アサドゥッラー・ハーン・ガーリブが，この貨幣に載せる詩句（sikka）を書いたと。

　　　帝国の貨幣には金でこう刻まれた　　　スィラージ。アッディーン・バハードゥル・シャー二世

　　　ba－zar　zad　sikka－i　kishwarstanl　Siraj　al－Din　Bahadur　Shah　Thanl

　面会の折，コミッショナー殿（＄aりib　Kamishonar）力玄我雛にこう訊ねたのだった，ヂこれは何を記

しているのか」と。我難は応えて，「間違えて記されておりまする」，と。皇帝も詩人，詩人の息子も詩

人，詩人の使用人も詩人，£この中の3誰かが記したのでございましょう。Akhbar　navisはわが名を

記したというが，もし我蛮が記したというのであれば，daftarから我八端らが記したものが晃つかる

53）Akhbar　navlsの語は現代では新聞記者を意味するが，当蒔はイギリス政府が雇ったインド人

　間諜を指す。この制度については，Bay玉y三996を参照せよ。この書簡にあるように，ガー　1，ブは

　バハードゥル・シャー2世帝の貨幣に貨幣用の詩句sikkaを書いたという開諜の報告を理由に，

　イギリス政府からムガル窟廷の支持者として疑われていた。この詩句はガーリブのものではなく，

　ガーリブの前にザファル帝の詩作の師匠だったDhauqが，ザファル帝即位時に記した詩句で

　あった。GK：313に，俄らは貴兄のakhbarnavisなるぞ，貴兄に知らせてあげよう」というく

　だりがある。
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べきであろう。［1859妬6月18E｝，　GK；674　一　675］

富殿の様

　歴史54）の様子をお聞きになるか。やっと叢umayUpの様子を書き終えたところだ。　Akbar　Badsh諏

の状況など取り掛かってもおらぬ。［1851年9月9H，　GK：1105］

　宮殿での仕事の様子を侮と書き記そう。天鰯にお住まいのShah‘Alam帝の時代の頁（kaghadh）

など，Jeneral　Laφ　Lek［General　Lord　Lake］の請願書（‘ara’i4）と皇帝の命令書（shuqqa）の写し

ばかり。それはともかく，残りの部分は皆，奮名な諺にある遡り，滅茶苦茶（ga’o　khwurd）。インド

（Kindustan）で知られるホも役に立たず。国の統治機構（band－o－bast），州漿の税制（paragana

bandl），歳入（jam’a　bandl）をどう書けというのやら。Pandit＄ahib［A磁ai－Fagl（155王擁602）］が

互物秘Alebariを以って書かれたこと以上の記述は，どこにも見当たらないだろう。£1852年正1月19

fi，　GK：1115－1116］

　本ヨ朝，宮城qila‘には上らず。［1853年3月28日，　GK：：252］

　さて，様子を聞きたまえ。［王朝史の］HumayQtPの状況まで越り着いたところである。［1853年4

月10日，GK：班23］

　皇帝は城内で詩会（musha‘lra）を設定された。毎月2回会が開催されることとなる。15醗と29日

である。（1853年4月23臼，GK：1124）

　皇帝の様子を尋ねるのか。もし貴兄（翠aqir）が訊ねたら，我藍は何と書けばよいのやら。下痢は収

まったが，まだときどき起こる。熱は下がっていくものの，時折上がりもする。しゃっくりはそれほど

ひどくはなくなった。時々胸やけがしてげっぷがでるようだ。天蓋のない駕籍（hawadar）を寝台

（palang）のぞぱにつけ，閣下（hazrat）を寝台から駕籠に移して座らせるのである。この方法でお出

ましにもなられる。城内を廻られ，憲澱に戻られる。病は虫りっっあるが，弱々しくなられたと愚われ

るが農い。£1853年8月21日，GK：1正32］

　宮城には／乗り物に］乗って適っておる。［圭854庫12月31臓，GK：1158］

佐　　居

　我蟹はKale＄轟b55）の家（makan）から越して来た。　Ballimar的のmuballaのある邸宅（りave至i）

を借り上げて住むこととしたのだ56）。前の地に住んだのは，家賃が安かったためにあらず，ただKale

§abibの愛顧にて佐んだのだ。貴君に報せるためここに認すことにしよう。我輩宛の書簡には家の欝印

54）　ガーリブが編纂に携わることとなったムガル王朝史Mihr－i　Nim　RtZg（MN）のこと。未完の

　まま刊行された。

55）Kale　Khan。スーフィーで，ザファル帝のPlrとして知られていた。

56）　ムガル朝末期デリーの文人たちの状況を描いた小説［Beg　1960：15］には，ガーリブの佳居の位

　置について以下のように記述している。r二軒穏に訪れたのはアサド。アッラー・ハーン。ガーリ

　ブの許だった。チャーンドニー・チョウクを抜けてBalli鵜ar的　に着いたあと，　Uakim　Ma摯一

　med　K：hお師の屋敷の前からQasim∫an横丁が始まるが，その左手の最初の家がガーリブのも

　のだった。その家はマスジドの裏手にあたっていた。
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（nishan）　を　（詑す）　要はなし57），　「デリー市内Asad　Allah宛」　で事足りる。　だが　「赤井戸Lal

Kunwaβ」は書くべからず，「M癖alla　Ballimarap」と書くべし。［1852年3月2El，　GK：2443

　貴兄並びにBabu＄a垣bはいかに心得ておられるのやら，栽蘇宛の書簡の宛先に「lmli　ke　Mu願11e」

と書かれておるではないか。我輩はBa玉limar帥に住んでおるのだぞ。　Imli　ka　Mubailaなぞ，大袈裟

に醤わずとも，この地から半コースは離れておる。配達異ならいずれも我聾を知っておるのだから，

［余計な住所を書いてしまうと］書状は意味無く　（市内を）廻ることとなる。かってはKale＄abibの

家に住んでおったが，今はBaliimararpにて邸宅を借りて（kira’e　ki　bavell）住んでおる。　Imll　ka

Muhallaはいずこ，我輩はここにあり。［1852年12月，　GK：249］

　我麗は故翠akim　Muhammad　Khapの家に9，10年間借にて住んでおる。ここは近所と言わず，壁を

隔てた家は医師（bakim）と使用人（naukar）のものである。皆Raja　Narindra　Singh　Bahadur

wali－ye　Pa‡ialaに仕えておるのだ。　Rajaはイギリス人殿（§ahiban－e‘all　shan）と同意書（‘ahad）

を交わしていたため，デリーでの叛乱時，この人々は助かったのだ。鯛圧後，Rajaの兵士（sipahl）が

ここに来たため，この通り（kUca）は守られたのだ。そうでなければ［今頃］我輩はいずこに，この町

やいずこにやあらん。［1857年12月5H，　GK：267］

　我輩は圭0庫か12奪翠ak1m　Mubammad　耳asan　Khap　の邸宅に住んでおる。　いまこの邸宅を

Ghuiam　Allah　Khapが買い上げた。遂に6月には我輩に邸宅を出るように命じた。どこかに2軒続

きの邸宅がないものかと悩んでおった◎もし見つかれば，一一軒を女性用の部麗（ma摯al　sara）として，

もう一軒を客間（dlwan　khana）とするつもりだった。しかし箆つからず。詮方無くBallimaranに家

を探したが見つからず。貴殿の伯母上（choti　phGphl）がお助け下さり，　Ka；orass）の邸宅を我叢の柱

処に与えてくださった。M碑al　saraの近くという条件は満たさぬものの，さほど遠くでもない。　HE　EI

が明後Hにはそこに移ることにする。［我藍は3片足は地回に，もう一本は馬の鞍（rakab）にあるS9）。

あの世に持っていく食事（toshe）60＞はこのざまで，この世の住み処（goshe）はこのざま。〔1860年7

月　8　日，　（｝K：367］

　1G，11奪この方，この狭い所に住んでおる。撮初の］7無は毎月4ルピーを得ていた。今，［葎金が

再開され，甲虫33年分の金子として10Gルピーを上回る£額3を一一度に手渡された。家主は家を売り

払った。家を買った者は，我輩に家を引き払えと，伝えるどころか強く命じたのである。屋敷があれば

我輩も立ち去るところだが。無慈悲なる輩は我輩を肥しめ，無理に追い出した。邸宅の庭，縦2ガズ，

横1Gガズの中に板場があり，夜はここで寝た。厳しい暑さに板場は［牢屋の3板敷きに思え，朝には

我戴が死刑になるのではないかという思いが巡った。3晩このように過ごし，7月9日月曜日の正午，

ある屡敷が手に入って，そこに移った。命拾いした。この屋敷は荊の家に比べると天国だ。さらによい

ことに，mu麺allaはBal玉imarapなのだ。もし我鷺が他の街区に佐もうとも，配達火（qa§id）は書状

57）現在でも南アジアでは書簡に宛先を書くときに，番地ではなく，宛先の周辺にある闘印となる

　建物の名前を記すことがある。

58）　この地区で知られた人物の名前と思われ，建物を，その名前に因んで呼んでいた。

59）肝腎が近い，片足を墓に突っ込んでいる，という意味。

60）IU：476によると，　toshaは旅人の食事を指し，死人を埋葬するときに捧げる食事を指す。食

　事は埋葬後墓守に与える。
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をそこに届けるであろう。即ち，もはやほとんどの書状はプール井戸の億所で届いておる。そして間違

いなくここに届くのだ。ともかく，貴兄はこのデリーのBaUimara￥の街区と書くべし。〔1860年7月

28　W，　GK　：　324］

年　　金

　年金についてはかくの如し。Kotwalより事情説明を：求められた。それ［調書］には良い事：が書かれ

た。昨臼土曜霞，8月7日｝こ我をAler㌻on閣下（＄ahib　bahadur）が呼びだした。易しい質問を我にな

さった。給金（tanl〈ha）が得られるような気配がしている，しかも旧くに得られそうに思う。差し障

りがあるとすれば，過去15ヶ月分も支払うべきか，あるいは今後の公が定められるかの点にの． ﾝある

と晃た。［王858年8月8β，GK：：494］

　貴兄は年金を何故急いておるのだ。毎度年金を訊ねておるではないか。我輩が，爺金を受け取った後

貴兄に知らせぬと思うておるのか。今はまだ何の命（bukm）も来ておらぬ。いかなる命がいっ来るこ

とか，ついぞわからぬ。［1858年10月7臼，GK：496］

　若造よ，いずこをうろつきたるや。ここに来て話を聞きたまえ61）。Lad§abib（Lord　Sahib）の

darbarがメーラトで催された。デリー地域の毒gir（larはデi，一・コミッショナー（ka斑ishonar

Dihli）の命ずるままメーラトに行きたり。古きしきたりに基づき会いて来たり。すなわち，12月29　E

午後，La¢§a華ibがこの地に来たれり。カーブリー門の壁のふもとに陣を張りたり。大砲の斎を聞くや，

三三は乗り物に乗りて出でぬ。秘書窟長に会いぬ。その天幕に座りて，秘書に報させたり。返答あり，

［会う〕暇はなし，と。この返答を聞きて，絶望の重荷を背負いて戻り来る。年金について曖昧なる返

事もなし。やや心配したる。さていかなるものやら。La¢＄誌ibは明日や明後日御立ちの由。ここで何

がしかの雷上や申し出は不可能なり。文書を郵便にて送るなり。さていかなることになろうや。［1860

年1月1日，GK：516－517］

　Mirza　Tafta，ある不可解なる出来事をしたためたる，その出来事たるや，不可解千万であるが故，

喜びに回れるものとならん。我璽は奪金支給につきイギリス政府には失望しおり。年金受給者のリスト

（naqsha）がこの麹で作られ，都（§adr）62）に提鐵されたり。この地の摯aki瓢は我輩に関し明確に書き

たり，この人物は年金を受ける資格なし，と。政府はこの地の権威（bakim　ra’e）に反対して我輩の璋

金の支給を命じたのである。その命がこの地に届き，知れ渡った。我羅も耳にした。今の話では，来月

即ち5月1臼に月給の支給が始まるそうな。さて，これまでの金子についていかなる決定になるのだろ

うか。［1860黛4月16日，GK：322］

　我の話を聞きたまえ。年金はそっくりそのまま（be－kam　o　kast）支給された。3年分の金額が一度

に得られたのだ。琴uqUq63）の支払い後，さらに4GOルピーを出さねばならず，78ルピー11アーナが

手元に残った。5月分は規則通り与えられた。6月に命が下り，年金受給者は，定期的に6ヶ月毎に得

られるものとし，月毎に年金を分劉するものではない，とのこと。巨860年7月8H，　GK：：367］

61）Malr顔宛の書簡。　Malr諏は大反乱薩後にデリーを離れ，　Panipatに移住した。

62）　カルカッタe

63）税金など何らかの支払い義務の一種と思われる。



ガーVブのウルドゥー語書簡に見られる19世紀半ばのデリーについて 81

　さて我蜷の話を聞きたまえ。遂に6月，パンジャーブの知事（§adr）より命が下った。年金受給者は

毎月受給されず，年に2度，6ヶ月毎に，季節毎に受けることとなる。慈悲無き金貸し（sahロkar）よ

り利子を取られたのち金を受け取る。Rampurの　［nawwabからの援助］収入に合わせて使うことと

しよう。利子は6ヶ月聞等しく払い続けねばならず，適当額が差し引かれることとなる。

　　　6月に1度とは死人の盆活のごとし　　かかる歩みで　生きねばならぬとは

　　　とわに囚われの我を見よ　　年に2度　6月に1度とは［1860年7月28E，　GK：323］

表　　現

　貴兄の書状，郵便にて届いた。昨日昼過ぎ，見知らぬ御仁が，魅力的な浅黒い肌，髭を剃り，大きな

瞳をして参られた。貴兄の書状を渡した。三二はこの御仁に会う機会を得たので，芳名（ism－e

sharif）を尋ねると，こう申された。アシュラフ・アリーと。　qawm茎yatを問えばサイイド（saiyid）

と判る。生業を尋ねれば，医師①akim）と判明した。即ち，ハキーム・ミール・アシ＝ラフ・アリー

である。我董はこの御仁に会うてまことに嬉しくなった。良き人間である，また有能なる人物（kam

ke　6dmi）である。巨858年4月2正目，　GK：492－493］

　我輩の様を聞きたまえ，be－rizq生きる術を覚えたのだ・…一ラマザーン月は断食を食べ続けて過ごし

た。今度は神がrizqである。もうこれ以上食べるのがなくとも，衷しみ（gham）はある。ああ大兄

（Mlr　Mehdi　MajrOh）よ，もし食べるものが一つでも手に入るのなら，たとえそれが悲しみでも，何

が上しいものか。Mlr　Sarfaraz　Husainに我輩の代りに隅を抱いて挨拶しておくれ。　M1r　Na§ir　a玉一Din

に宜しく伝えておくれ，Shafi‘A摯mad殿に，　Mir　A垣rnad‘Al至急にもよろしく。M1ran殿には挨拶は

しなくていい。この手紙を読んで聞かせておくれ，そしてここに来させておくれ。［1858年4月，GK：

493　一　494］

　我輩を莞よ，自由の身にもなければ，囚われの身にも罪ず，病身にもなければ，健康にも雰ず，嬉し

くもなければ，嬉しくなくもなし。死んでもおらず，盤きてもおらず。行き続けるのみ，P一ティー

（roのを毎日食べるのみ，酒（sharab）は時々飲んでおる。もし冤が訪れば，死ぬるのみ。有難くも

なし，不満もなし。ただ運命のあるままに，導くままに。何処に住もうと，いかに住もうと，週に一度

は手紙を書きなされ。［1858二王2月19日，GK：3G6　一　307］

　おお友よ，saiyidの子よ，自由なる者，デリーを愛する者よ，凋落したUrda　Bazarに住む者にてラ

クナウーを悪く謡う者，心には慈愛などなく，醸には恥じらいもなし，Ni須m　al－Din　MamnUn64）よ

いずこ，Dhauq65）よいずこ，　MUmiR　Khan66）よいずこ，一人残りしアーズルダAzurda6’〉は沈黙して

しまい，残る一一入のガーリブは酩酊にある。　詩はなく，　詩作もなし，　では何故に　［デリーの人は］

64）Ni顧鵬a1－Din　Mamn顧（d．1844）。アクバル・アリーシャー2世に仕えた宮廷詩人。

65）　Shaikh　lbrahim　Dhauq（1789一正854）。ガーリブの前にバ隅一ドゥル・シャー2世の詩作の師

　匠ustadだった詩人。デリー生まれで，ザファルの師匠には1810無二に就任していた。

66）翠ak1m　Mamin　Khan　Mamin（1800－1851）。ガーリブの友人で詩人。

67）　Mufti　Sadr　al－Din　Khan　Azurda。ガーリブの詩人で学者，詩人。イスラーム法学の学院を主

　催していたが，大反乱後イギリス軍に身柄を拘束された。その後釈放されたが，没収されていた

　彼の土地の半分はイギリスに摂取された。
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驕っておるのだ，ああでリーよ，ああデリーよ，覗わしきデリーよ。［1861隼5月23E，　GK：：525］

　紙薗が尽きた，さもなくば貴兄の心を奮ばせるためにさらに書いたものを。［1861年9月22日，GK：

533］

　inkam㌻aksも溺こに払わねばならない］，門番（caukldar）〔への支払い3も別，利子（sBd）も別，

〔借金の3禿金（maul）も別，妻［への支出］も別，子供［への醜聞も別，弟子［の支出｝も別，収入とい

えばあの162［ルピー］。困ったものだ。やりくりも難しい様である68）［1862年6月27購，GK：396］

　我肇は大変な嗣難にある。M的a1－saraの壁が崩れ落ちてしもうた。便所が崩れ落ちたのだ69）。屡根

は揺れておる。貴殿の叙母（phGphi）はこう嘆く，ああ，〔屋根に］押し潰される，ああ，もう死んで

しまう，と。客間（diwan　khaRa）の様は女性の部屡（【n的a1－sara）より悪しき状態である。我蘇は

死を恐れぬ。愉しみのない（fuqdan－e　r飾at）のが怖いのだ。屋根は筑（chaini）［のように穴だら

け3。雨雲が2時間雨を降らせば，屋根は4時闘降り続く。［圭862年6月27日，GK：398］

　子僕（layka）は恐れず，妻も慌てず。我輩も不安はなし。開けた屋敷，月明かりの夜，風冷たく，

一晩中空には火星（marlkh）が見える。2ガリー（d◎gha抑7G）の後，金星（z◎hra）が見える。こち

らでは月がiに沈み，あちらでは東に金口。明け方の酒（sub顔1）のあの趣，光のあの世界。〔1862年

S月6H，　GK：40G］

　神は御仁〔Nawal　Kishor］に金墨（zohra）の姿を与え，本星（mushtari）の人格（sirat）を与え

たまいた。それはまるで憲祥の星が同じ天窟にある（qiran　al一§a‘idm）がごとし。〔1863年12月3N，

GK：407］

　詑したるは貴殿も知るガー一弓ブなり7D£1865無12月6欄，　GK：：420］

食事，酒，タバコ

　漏差しはとても強い。断食はするが，断食を癒しつづけておる。時に水を飲むし，時にフッカ（h

uqqa）を飲む。蒔にro㌻iの欠片を食べたりする。ここの人々は誤解しておられる。我鷲は断食を癒し

ておるのに，その御仁は，お前〔ガーリブ3が断食をしていないと藪う。断食をしないことと，噺食を

癒すのは別のことだとご存知ないのだ。［1853年6月22H，　GK：1130］

　嘔吐（qae）と下痢（dast　ana）とは，貴兄〔Munshi　Shiv　Narayan　Aram］は質の悪い酒を多く

飲んだものと思われる。身体を冷まして（tadbir　kama）72）酒を飲み過ぎぬように。［1858黛12月i8

Eヨ，　G至（：1067］

　リキュール　（likyar）　の意味を貴兄は知らぬらん。　イギリス酒　（Angrezl　sharab）　なり。原酒

（qiwam）これ極めて繊細，色見事に美しく，味も氷砂糖（qand）の薄いシロップ（qiwam　putla）

68）　ガーリブはこれ以外ICもRampurのnawwabから毎月100ルピーを得ており，当蒔としては
　破格の収入であったことは間違いない。問題は借金の額がどの程度あったかであろう。

69）　便所は屋上に設えてあった。

70）Gh雄は時問の単位1近藤治1999：155－156］。

71）霧簡の結語。

72）孚adbir　kamaには，身体を冷ます，という意味の他に，二日酔いで火照った身体を冷ます薬を
　飲むことも指す。
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の如く甘きなり。この需葉の意味はいずれの字引（farhang）にも兇出せぬべし。さてはFarhang－e　Sαr－

wartにあるやも知れず。［1859年7月，　GK：511］

　食事は2度ともsarkarから届き，皆に十分な箪である。食事は我雛の好みに反してはいない。水へ

の感謝はいかにすればよいものか。Kosiというjllがあって，〔そこの水は〕なんとも君いので，飲んだ

者は，これが薄味のsharbatではないかと疑ってしまうほどなのだ。軽やかで快適，消化も良く，腹の

具合も良い。この8臼間，便秘（qabz）や消化不良の悲劇から守られておる。朝には大変腹がすく。

〔王860隼2月3日，GK：631］

　12時だった。我難は裸でベッド（palang）に寝転がって水煙管（buqqa）を飲んでいたが，男

（admi）が来て手紙をよこした。手紙を開け，拝読。運の良い事に，コート（angarkha）もクルター

（kurta）も首元になかった。さもなくば，我灘は胸元（gureban）を引き裂いていたところ，貴兄に損

はなし，我輩が掲するのみ。〔王86G年，　GK：988］

　4N来風が吹く。雲は来るものの，ぱらつく小雨のみ。ひと月雨なし。小麦，ヒヨコ豆，バージラ

（bajira）の3穀物は同じ値段なり。9セール（ser），9セール半なり。［王861年1月9環，　GK：：522］

　風冷たく，水も冷たし。大収穫となり，穀物は多く実った。£1861年10月15日，GK：378］

　去勢山羊（kha§＄i　bakya）の肉のカレー（qaliya），　dG　piyaza，　puia’o，　kabab，貴兄の食せるものな

ら何とても，若し心に浮かぶなら我輩にも。Bikanerの氷砂糖（mi＄ri）が貴兄の元に届きませんよう

に。Mir∫anが氷砂糖の粒を嘗める様を思い描けば，三三は嫉妬に贋を噛む（kalila　cubana）。［1861

年IO月玉5日，　GK：379］

　本繍，食事をしょうと家に向かおうとした折，Shahab　al－Din　Kharpが貴兄の書状と氷砂糖の小さ

な土の獲（頓aliya）を持って来た。我鷺はそれを手に家に向かった。眼前で氷砂糖を鍛らせれば，2

セールと半パーオもあった。富者の館なり。これは十分である。最早要るもの（hajat）などなし。食事を

済ませて外に出でれば貴兄の甥　（ibn－e‘um），書状の返答を待っておったが，酪駝に乗って　（shatr

sawar）出掛けたところだった。我輩は食後寝転がる習慣にて，横になりながら氷砂糖の受領を書きし

たためた。［王8敬年11月12縢，GK：379］

　ああ，あれはnawwab殿に冗談で書いたことなのだ。友人として書いたまでのこと。我董が，つん

ぼで歌など聞けぬこと，老齢で踊りなど見るべくもないこと，食事といえば6粒［ほんの僅か］の

（mash）豆とふすま粉［のパン3（ata），何を食べるというのか，ボンベイやスーラトでは畏いイギリス

の酒（Angrezi　sharab）がある由，もしそこに行くことができれば，宴に参じて飲んだものを。［1866

年9月51ヨ，GK：568］

　病気・晩年

　我輩のまことの様子を聞いておくれ。ひと月以上の間，左足に腫れ（varm）がある。［これが3足の

裏（kaf－e　pa）から足の甲（ousht－e　pa）を覆い，ふくらはぎ（pandli）まで腫れる（amas）。立ち上

がればふくらはぎの憩管（rugen）が裂ける［ばかりの痛さ］なり。左様，画きる事もなく，食事をし

に女性の富麗（maha1－sara）にも行かず。食事はここに運ばせておる。小便にも立てず。尿瓶（hajti）

を趣いている。しゃがんで座るのがやっとこさ。便所に翌1ヨか2日後に立とうとするが，それもまた出

来ぬ有様。［1863年7月3臼，GK：406］
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　我壷は生きておる。［aの手紙の］先に輿らを死んだと書きしたためたが，そは詩の添削が出来なく

なったということだ。それを除けば生きておる，死んではおらぬ，病でもなし。ただ老いて力なく，金

も無く，借金を重ね，耳は聞こえず，運命は不運なまま，生きるのに飽き，死を願うばかりである。

［1867　tEll，　GK　：　356］

　生きるには僅かの愉しみ（rahat）が必要だ。その他の取ikmat，帝国（salianat），詩，　sa麺riなど

皆たわけ事（kharafat）である。ヒンドゥーで生まれ変われたとして何になろう，ムスリムで預書者

（nabi）になれたとして何になろう。この世で名を馳せたとして伺になろう，名も無く生きたとして何

になろう。生濡の糧と健康さえあれば，あとは絵空事（waham）。［1867年以降，　GK：357〕

　衰弱（zo‘f）はゆっくりと訪れるもの。それより，これを衰弱と呼ぶカ（qavi）はどこにあったのだ

ろうか。ある老人が，とある路地（gali）を歩くうち蹟いて転んでffく，「ああ，老いよ」。あちこちを

見渡して，周りに誰もいないと気づくと，さらにこう言いながら進んでいった，「若いときなど殴げ

られる〕石もものにしなかったのに73）」［認65年1月，GK：416］

　丸ひと月髭をあたらず。£1866奪1月，GK：668］

　写真の様子というと，写真家殿は我叢の友人だが，我叢の顔写真を撮って行ってしまった。あれから

3ヶ月も過ぎようというもの，今日まで全身（badan）の写真を撮っておらぬ。我輩は鏡で写真

（naqsha）を撮らせることも認めたというのに，ある友人がそういう仕事をやってはいるものの，イー

ドのHに来た折，我輩は彼に全身（shabih）を撮って欲しいと云うたのだった。すると明日ではなく

明後日に，撮影道警を持って来ると約束したものの，Shawwal，　Dhg　al－Qa‘da，　Dhu　aレHijja，　Mub－

arram，＄afarと，5ヶ月闘に入ったが，今ffまで来ないのだ。［1867庫6月11臼，　GK：573］

　老いて，不異の身（apahaj），完全につんぼ，楽めくら，昼も夜も寝転がったまま。尿瓶は寝台

（palang）の下に置いてある。おまる（tasht　coki）マ4）は寝台の側に据えたまま。簡易便器に3，4臼毎

に行くこととなる。頻尿（sur‘at－e　bol）のために尿瓶を欲し，～時間に5，6圃立たねばならぬ◎写爽

家にインド人（Hindustanl）の友人がいたが，町（shahr）から繊て行った。イギリス人が～人おり，

これが撮るという。［階上の］盤敷から降りて龍（palkl）に乗り，彼の家を訪ねて1，2時間もイスに

座り，下翼を撮らせ，生きたまま家路につくなど，そんな力がどこにあろうか75）。［1867年8月25日，

GK：574－575］

　我ここに署名を以って貴兄（Tafta）に認す，ウルドゥー文学（fan－e　grdit）において韻文，散文い

ずれにおいても貴兄が我が後継者である。我雛の知る者が我を知るがごとく，貴殿を知るであろう。ま

た我雛を認めるがごとく，貴殿を認めるであろう。［1968年6月21日，GK：427］

73）　ペルシア文学『ライラーとマジュヌーン』に見られる，恋に狂った二人公が石を投げられる話
　に因んだもの。面気盛んな頃は，たとえ石を投げられてもこれに耐えられたというのに，老いた

　今では石に踵いて不平を述べている，と悲嘆している。

74）丸椅子の形状をした木製の簡易便器。Dr．　Tabassum　Kashmlrl　leよると，1960年代まではカ

　シミールなど山岳部ではホテルなどでもこれを用いていたという。

75）　ガーリブの最も有名な写真がこの書簡に記されているものである。
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IV考 察

　1　デリーの復興

　大反乱になると，デリーの住昆の多くは各地に脱出した。Gupta：45－48によると，1846

年のセンサスではShahjahanabadには25，00◎軒の家屋があり，そのうち18，000軒が

“pgcca　houses”　76）で，1853年遅は38，000軒にまで増加していた。ところが1881年のセンサ

スでは“pucca　houses”は17，498軒にとどまったという。すなわち，大反乱時の人口減少

と，その後のイギリスによる区画整理によって，約2万軒の家屋が取り壊されたことになる。

　大反乱当朝デリーのcomm至ssioner夫人だったMrs　．　Sandresは，「［デリーの］町の郡

家は悉く空家で，その多くが取り壊された。住人達は7マイル以上も離れたところに散ら

ばってしまっていた」［lkram：156］と記している。治安は悪化し，強盗たちは心置きなく

留守宅に侵入し，　略奪の限りを尽くした。彼らはprize　agentsという公式名　（sarkara

n2m）を与えられていた。略奪贔は兵士たちと山分けしたり，知人と分配したりしたとい

う　［lkram：155　一　156］。

　このようにデリーの市壁に囲まれたShahlahanabad内の治安が悪化したため，旧住民以

外の出入りが制限された。圭857年12月5野付の書簡にあるように，日中外部より市壁内部

に入るには許可証（㌻ikat）を入手しなければならず，夜間同地域内に留まる事は禁じられ

た。1859年2月の書簡［GK：504］にあるように，許可証にはペルシア語が記されていた。

許可証を携帯しているかどうかについては，1859隼2月2突付の書簡では，Shahjahan－

abadに入る門の入口には巡査が莫薦を敷いて検問を作って往来を監視しており，もし白人

の目を盗んでShahjahanabad内に入ろうとして発見されると，5回の鞭打ちか2ルピーの

罰金，あるいは8日間の入牢が科せられたと書いている［GK：501－502］。岡じ書簡から，

この時期Shahjahanabadの住人のリスト（naqsha）が作成されることとなり，巡査が一

軒一軒調査に出ていたことが判る。

　またShahlahanabadでの居住に関しては，1858隼12月22日付の書簡において，同地

の入墨の間では，1859年初めには人々が戻ってくるという噂が流れていた　［GK：500－501］。

このことはすなわち，夏858年末の時点ではデリーを去った人々は戻ってきていなかったと

いうことになる。1859年6月18日付の＝書簡では，ラーホーリー門の地区にある百軒ほどの

家屋に人が住み，数千戸のbastiとなり，今後市内にも人々が戻るであろうとの観測を述べ

ている［GK：674］。すなわち，デリーの市壁入口近郊に人々が戻りだしたのは1859年前半

期であろう。GK：774にある通り，　Shahjahanabadの居住許可証の制度は，1859年8月19

76）pakka：泥作りでない，柱と屋根のある家屋。
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日の書簡で廃止されたことがわかり，また1859年11月9日付の書簡にあるように，密宅を

所衡していた者は居住を許可された。間借りしていた者には屠住の許可が下りていなかった

が，「一昨日」，すなわち，11月7日には間借りでも居住を許可することが発表された。こ

れにより，デリー市内には人々の波が押し寄せてきたとある［GK：679］。しかし，1859年

12月2日の書簡では，デリーの名物としての宮城，チャーンF’　：・一・チョウク，ジャー

マ・マスジドの集い，ジャムナー川の橋の憩い，毎年の「花祭り」を挙げながら，これらす

べてが最畢ない　［GK：514－515］，と述べており，1859年11月頃に人々がShahjahan－

abadに戻りだしたのは間違いないが，元の活気を取り戻すには今しばらく時聞を要したと

いうところであろう。

　1860年1月19Eilから，ガーリブはパトロンのNawwab　YUsuf‘Ali　Kh鎚77）に会うため

にRampurを訊ねたほか，　Muradnagar，　Merath，　Muradabad等を旅し［GK：629］，同月

27欝に戻った後，3月17臼から24日まで再度Rarapurを訪面している78）ことから，1860

年初めにはShahjahanabadへの住民の回帰も本格化し，住人の外出も自由になったと思わ

れる。ただし，［Gupta　1981：70］にあるように，ジャーマ・マスジドへの一般市民の入場

は1862年まで禁じられていた。1864年10，11月頃の書簡［GK：659］では，先述の「花祭

り」のためにデリー中の市民が出払ったとあることから，1860年忌ら64年の間に，デリー

には元の活気が戻ったといえる79）。

　なお，1859年11月8日付書簡にあるように，同年1三月7Nに入市税To職Dutyが施行

された。Town　D就yに関しては，　i824年に既にTown　Duties　Committeeが設立されて

いたが，Imperial　Gazetteer　of　lndia　1909：291の記述どおり，ムガル朝時代よりchungi

において入市税の徴収が一般的になっており，町を出入りする人や物に課せられていた。

　2　デリーの区画整理

　ガーリブは大反乱齢後の比恵，デリーの温血に囲まれたShahjahanabad内に臨んでいた。

この地域は，かつて泥でできた壁に囲まれていたが，Shahjah蘭帝の時代に改築され，完

成した［Noe：243］。　Ikram：156によると，大反乱以前，デリー城とジャ日晒マ・マスジドの

間には高層の家並みがあり，Shahjahap帝時代よりumraやその家族たちが住んでいたが，

大計乱心，これらの建物を取り壊すという命が下り，さらに，K：ha§Bazar，　UrdO　Bazar，

77）YUsuf‘A玉i　Khanは1857年2月5日にガーリブの弟子になったが，パトロンとして，ガーリ

　ブが金策に困窮していた1859鋸7月に毎月10Gルピーを援助することを決定した。

78）　Ram　1977：19．

79）Dihlavi　1919：558に1ま，花祭が大反蹴以降その規模を小さくしたとあるが，これは，　Dihlavi

　が王919年に執筆したことを考えると，ガーリブの書簡にある玉864年の賑わいに蓋るまでの様子

　を述べたというより，むしろ，花祭の懸わいが復活したものの，それでも大反乱以前の外物には

　及ばないという意味であろう。
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Khanam　Bazarという有名なバーザールが拡大されたため，どこまでがバーザールであっ

たか覇らなくなったという。

　Gupta　1981：70－71；Noe　1986：244－5；Gupta：39；∫aiR　1994＝83　一　88にあるように，

大反乱以前より，東インド会社は領内の区画整理を実施してきたが，大反乱制圧後には，軍

営cantonment設営や射撃場整備のため，大規模な工事を行なった。　Jain　1994：83　一　88に

よると，デリー城とジャーマ・マスジドを駐屯地としたイギリスは，当初，デリー城を含む

Shahjahanabad　kてを爆破する計画を立てていたという。城跡にVictorla城を，ジャー

マ・マスジド跡に聖堂を建てる計画だったが，国務大臣によって中止された。

　市壁の撤去工事は1858年初めに始まったが，10ヵ月後に中断された。その後1859年，

Shahlahanabadの統治が民政移管され，デリーがパンジャーブ州に編入されると，いくつ

かの道路が拡幅，敷設された。岡崎，城から半径500ヤード地域の建物を完金撤去する命令

が下された。N◎e　1986：244には，整理工事が1860年に始まったとあるが，これはJainの

いう最初の工事中断後の工事再開を指すと思われる。この工事は，デリー城内の80％の部

分や，城に隣接するShahjahanabadの函と南の周囲半径300～40◎ヤードの範囲を更地に

することから始まった。ShahjahaRabadの建造物の取り壊し範露は，防御用の目的と砲撃

範囲から決定されたが，これにより　「由緒あるmuhallaやbazar，市内で最も大きなモス

クの一つや慈善施設などが撤去された」［Noe：244］。

　上述のような記録が残る中，ガーリブの書簡ではどのような記述が見られるだろうか。

　ガーリブの書簡中，Shahjahanabadの建物の取り壊し作業に関する言及は1858年12月

22H［GK：500　一　501］頃に見られる。この書簡は，彼の住んでいtc　Bal玉imararp街区の入

P脇の店虚心が壊されて道路が拡張されたとある。

　デリーの建造物の名前が最も多く出ているのが1859年7月28日付の書簡　［GK：771－

772］と，1860年の書簡［GK：524］である。前者では，デリー城の前の地区が取り壊され，

更地になるとの計画を知ったガーリブがこれを悲しんでいる表現が見られる。そして後者で

は，ガーリブが乗り物でデリー市内を廻ると，ほとんどの場所が跡形もなくなってしまった

様子が窺える80）。

　圭859年7月28日［GK：771－7723頃，　Agha　BaqirのImambayaが取り壊され，並木

道（thandi　sara｝〈）と鉄道（ahni　sayak）が敷かれると記してある。

　Gupta：42によると，デリーの鉄道敷設について，1852年頃にはパンジャーブとカルカッ

タを結ぶ計画がまとまっていた。だが大鳥乱心，Indian　Govemmentの方から，鉄道はデ

リーではなくメーラトを経由するようにと進言した。今後は軍事的，政治的目的ではなく，

80）A口mad　1919：594には，カーブリー門界隈に関し，門を除いては昔臼のデリーの藤影は残って

　いない，とある。
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経済面を重視して，デリーに鉄道を引く必要はないという霊張であった。だがその後，

Punjab　Railway　Compa町などがデリーへの鉄道敷設を主張し，1863年，デリーに鉄道

を敷くことが決定され，1866年12月31日にデリーで初めて汽笛が鳴ったという。

　ガーりブは，前述1859年7月の書簡で鉄道敷設を述べた疇は，デリーの建造物が壊され

ることを嘆いていたが，その後1861年1月9日［GK：522］では鉄道敷設が延期状態にあ

ると書き，9月22H［GK：533］には，鉄道が敷かれないままで，デリーの復饗が遅れて

いることを示唆している。ガーリブにとって，鉄道の敷設は，惑初はデリーの面影が変貌す

ることを嘆く材料になっていたが，その後Shahjahanabadの様相が一変し，イギリス統治

が本格化すると，むしろ壊滅状態のデリーの復興の象徴に思えたのであろう。

　1859年7月28日の書簡［GK：771－7723ではjan　Nithar　K：hapの家の取り壊しが始

まっているが，同年11月8日£GK：512－513〕の時点で，ジャーマ・マスジド周辺の取り

壊し工事はまだ始まっていない。　同書簡で取り壊されると書かれた　「永遠の館dar　al－

Baqa」とは，　Sh設hlahanabad内のマドラサ（madrasa）の名四である。耳airat　1903：344

に，r1857年より前，ジtS・一マ。マスジドの藪の三角地帯に，1軒の病SC　dar　al－Shifaと

madrasa　dar　al－Baqaがあり，大反乱前，　dar　al－BaqaではMufti＄adr　al－D1n殿が教え

ておられ，madrasaの修復もこの方がなされた」とある。だがこの有名なmadrasaも，

「ただアッラーの名のみ残るなり」［GK：513］とかーリブが嘆く通り，その後の取り壊し作

業で姿を消した。1860年1月1陰付の書簡［GK：：516－517］には，前年12月29日にLad

§abib　一行がカーブリー門の低回の下に天幕を張ったとあることから，この時点で天幕を

張って式典を開催できる土地を確保していたことになる。i月9日［GK：522］では，　K：as－

hmlri　Ka㌻raがほぼ壊滅状態にあり，屋敷はほとんど姿を消して，舗装道路になったと書い

ている。Noe：244で指摘している，撤去された「最も大きなモスクの一つ」とは，この書

簡の言及と，Dehli：PlaR　oξthe　Cityから推定するに，ラーホーリー門の南西のKashmiri

Ka㌻raに位置していたKashralri　Ka㌻ra　Maslidと思われる。

　1860年6月11H［GK：547］頃に取り壊し工事が本格化し，8月24臼［GK：993－994］

には鶴騰や爆薬などによってデリー城や市内の建物がほぼ壊され，9月［GK：607］には，

住人達が，住居を特定できないほど破壊が進んでいた。他方1861年9月22日の書簡では，

「町は静まり返り，どこにも鶴購の音は響かず」［GK：：533］，建設の兆しがまったくない様

子を記している。

　これらの言及を総合すると，1858年1月に始まった　ShahjahaRabadの市壁撤去と区画

整理作業に伴う建造物の取り壊し作業は圭0ヵ月後にいったん中断されたが，その後再開さ

れ，1859年末頃にはある程度の取り壊し作業を終え，8月頃にはほぼ終了していたと考え

られる。その後約1年半，取り壊した地区は更地の状態にあった。
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　3　讐簡に現れた地名や建造物について

　ガーリブの書簡に見られる建造物の特定については，大英図書館所蔵のウルドゥー語によ

るデリー市街地図Delhi：Plan　of　the　Cityが最も詳しい81）。　Delhi：Plan　of　the　Cityで覇

明したのは，　ガーリブの住んでいたMuhalla　Balllmaraq，　Imambara，ラール貯水池

（Cashma　Lal　piggi），象舎（Fil　Kh頷a），　Bulaqi　Begamのkitca，　Kha＄　Bazar，チャーン

ドニー・チョウク（CaRdRi　Cauk），　Shah　Bolaのバニヤン樹，パンジャービー横丁Mψ一

alla　Panjabl，ドービー長屋（Katra　Dhobl　Wara），ミール・ハイラーティー邸（Haveli

Mir　Khairati），ラーム・ジー・ガンジ（Ram　Ji　Ganj），　Shah　Bolaのバニヤン樹，　Bholo

Shahの墓所（qabr）である82）。

　ImambayaはShahjahanabadに数多く存在し，　Agha　BaqirのImambaraがどれであ

るかは不明である。Cashma　Lal　rPigglについては，　Mihr　i969：380に，以下の記述が見

られる。「Lal　Piggi　ka　Talabは，デリー城・ラーホーリー門の爾側城壁の傍らにあった貯

水池で，1845年にイギリスが造営した。赤砂岩でできた縦500フィート，横150フィート

の大きさで，四隅には小さな塔が立っていた。デリーの繁華街，チャーンドニー・チョウク

地区の水源となる水路につながっていたが，1857黛のインド大反乱で壊滅し，その後跡形

も無くなってしまった」。Klhap（幻：273にはL灘Piggiの絵が掲載されており，デリー

城のすぐ脇で，そばにラーホーり一門も描かれている83）。

　象舎（Fll　Khana）も，　Delhi：Plan　of　the　CityではSh2hjahanabad内に3ヶ所確認で

きる。うち2箇所はデリー城のそばにあるが，ガーリブが指しているのは，デリー城のデ

リー門の外，Kha＄Bazar沿いにあったFil　KhaRa　Badshahであろう。ジャーマ・マスジ

ドとデリー城の間に位置しており，区画整理の対象になったのだった。BulaΦBegamの

kacaもまた，　Fil　Khanaの近く，　ジャーマ・マスジドとデリー城の問に位置していた。

Khas　B2zarはデリー城のデリー門からジャーマ・マスジドに伸びる一一2X道である。

81）大英図書館所蔵にかかる19世紀のデリーの地図には，18G8爺のTrigonometrical　Survey　of
　the　Environs　of　Delhy　or　Shah　Jehanabad　l808（10R／X／1658）と，　Dehli：Plan　of　the　City

　1850：ANative　Map　with　Names　in　the　Vemacular　Character（10R／X／1659），1857年10

　月にカルカッタから刊行されたThe　Fert＆Cantonment　of　Dehli（IOR／X／1661），綿57年に

　ロンドンで刊行されたDehli　1857（IOR／X／1663）等がある。　Shah∫ehanabadはデリー郊外を

　も含む大判のもので，デリーの市壁内部の状況については詳しくない。Dehli：Plan　of　the　Cityは，

　4王インチx45インチの大きな地図で，　Eckart　Ehlers＆Thomas　K：rafft三993の付録として，ウ

　ルドゥ一語の記載内容をローマ宇表記にして復刊されたが，後者には，前者の地名や建造物名が

　省略されたところもある一方，前者にない地名も記載されている。

82）Dehli：Plan　of　the　City　lこは，ガーリブの議宅のあったBa11玉marap街区の近くに，「令夫人の

　屋敷　（Ko㌻hi　Begam）」　という建造物名が記されている。　だがこれが，　書簡にあるJarnell

　Begam　k玉翠ave11と同一のものかは不明でである。

83）　なお，Dayal　1975には，　Lal　paggiと記されている。
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　ラーム・ジー。ガンジ（Ram　Ji　Ganj）はDelhi：Plan　of　the　City　lこおける，カーブ

リー門脇にあるRam　jl　Malのことと思われるσ

　Shah　Bolaのバニヤン樹はジャーマ・マスジドのqiblaの：方向に伸びる広い道as　Bazar

Ca’uriの先約150メートルに位置するやや広めの空間にあった。

　Muhalla　Panjab茎とKa㌻ra　Dhobi　Wayaは，　Shahjahanabad北西に位置する街区だっ

た。前者については，Panjabiの居住：区が相当大きかったようで，　Delhi：Plan　oRhe　City

には，M癖alla　Panjabi界隈には，　Masjid　Panjabi，　Kla重ra　Panlab璽などの建造物や地名が

見られる。他方，後者については，洗濯夫（dhobl）の居住区はShahjahanabadには多数

あって，ガーリブが言及しているのがどこを指しているかは不明である。しかし，Deihi：

Plan　of　the　Cityにおいては，　Muballa　Panjab1の返くにあるものだけがKatra　Dhobl

Wa；aと記載され，他は全てKa婁ra　Dhobiとだけある。書簡での併記の仕方からして，お

そらく，Shahjahanabad北西部の地区を鮨しているものと思われる。ミール。ハイラー

ティー一一　XB（Haveli　Mir　Khairati）は，南部Turkman　Darwazaそばに位置していた◎

　GK：516で，　Bholo　Skahの墓所（qabr）の前に上等な天幕が張られたとあるが，これ

はカーブリ　一一　FSの外側すぐにある。

　ガーリブはこの書簡を最も親しい弟子の一人で，大反乱晴にデリーを出てPanip滋に移

住したMir　Mehdi　Malr的（1833？一1903）宛てに出していることから，この書簡に出てく

る地名や建造物名は，当時の彼らの間ではよく知られたものだったと推定される。ガーリブ

と同時代のムスリム思想家Sar　Saiyid　Abmad　Kh的によるデリーの遺跡に関する著作で

は，ガーリブの書簡に見られる建造物に関して，Kh鯵（Pt）：273でLal　Plggiの絵が掲載さ

れているだけであり，現疇点では，書簡に見られる地名等のこれ以上の特定はできなかった。

　Dehli：Plan　of　the　CityとThe　Fort＆CantonmeRt　of　Dehliは，大反乱時のデi；1　一一を

記した地回であるが，これによれば，The　Fort＆Cantonment　of　DehliにあるGazattee

Press，　Magistra£es　House，　Post　Officeが，　Dehli：Plan　of　the　Cityでは，印刷所

（Chapa　Khana），屋敷緑地（Bagh　Ko㌻hiあるいはK碑hi　Sikandar＄a摯ibが桐詣するも

のと思われる84）），郵便局（Dak　Ghar）に相当するものと思われる。郵便局に関しては，　Gaz－

zetteer　of　the　Delhi　District　1883　一　84：205－2061こおいて，郵便局がMagazlneとして知

られる建物（abuilding）を占有した，と書いている。耳airat　1903：356に郵便局（Sar－

kari　pak　Khana）に関する記述があり，「［郵便局では］大反乱の間も，数名の職員が大変

な勇気を以って最期［に殺害される］まで仕事を続け，現在では，彼らの記念碑がここに作

られている。郵便局のそばには古いMagazineの入口があるが，東インド会社職員（mulaz－

mln－e　sarkari）は勇敢に，これ£magazine］を反乱軍から守り通した。結eS　magaziRe

84）　£ckart£hlers＆Thomas　Krafft　1993には，　Kothi　Resident騒麺bという記述が見られる。
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は撤去された」と記されている。デリーの安定後，magaziReの跡地に郵便局が移転したも

のと考えられる◎

　なお，The　Fort＆Can£onment　of　Dehliに見られるMagazineのあたりには，　Dehli：

Plan　of　the　CityではMabal　Sara’1，＄a摯iba　Maba1，　takiya，　bammam等の記載が見られ，

また前者でのMagistrates　Houseのあたりには，後者ではShlsh　Mabalと書かれてある。

さらに，Dehli：Plan　of　the　Cityでは，ガーリブのいうMuballa　PanjabiやKatra　Dhobl

W鍵a界隈が入り組んだ袋小路になっているのに対し，The　Fort＆CantonmeRt　of　Dehli

やChenoy　1998：50；156では，この界隈が緑地帯になっている85）。このような特徴から，

ガーリブの1860年の書簡にある記述は，The　Fort＆Cantonment　of　Dehliに描かれた状

況に最も近いものと思われる。

　4　ShahjahaRabadの市民生活

　大反乱時，暴行や殺人，略奪以外に市民を悩ませたのは水不足である。GK：500　一　501；

524などにあるように，反乱軍が井戸を瓦礫で埋めたために，Shahjakanabadにおける水

不足が深刻になったことをガーリブは幾度も言及している。GK：：524には，デリー城の外

に設営されていたLal　Pigg三池の水が塩辛くなったと書いているが，　ShahjahaRabad住人

は，この水を飲むしか術はなかった。Ikram：153には，当時の状況を以下のように記して

いる。「大反乱が発生すると食糧や水を得ることが困難となった。幸運なことにデリーに反

乱軍が入って3日後にパティアーラのマハーラージャがHak顛M的mUd　Khap一族の屋

敷を保護するたあに兵士（sipahl）を送った。治安が安定すると，住人は兵士に対し水を求

めたため，バーザールまで出掛ける許可が与えられた。だが甘い水の出る井戸は遠くにあり，

そこに行くのは即ち死を意味していた。そこで人々は近場の井戸から塩辛い水を汲んで渇き

を凌いでいた。辛い磁が続いていたが，ある日雨が降り，人々は獲を置いて水を貯めた。」

　1860年の書簡　［GK：989］では，飢鐘の他にコレラや熱病の発生を述べられる一方，

1862年の雨挙には大雨のため家屋が崩落し，多くの犠牲者が出たことが書簡に描かれてい

る［GK：659］Qまた前年は叛乱で食糧不足となったが，翌年は洪水のため食糧難となったQ

　1858年6月頃の書簡［GK：28i］では，大反乱によって命を落としたイギリス人への追

悼を述べているが，1860年［GK：989］では，ガーリブの知人を含む多数のインド人がイ

ギリスによって処刑されたり，財産を没収されたことを嘆いている。

5　郵便事情

黒崎2002によると，東インド会社のClive卿は圭766隼に政臆郵便制度を設立する条例

85）Noe　1986：246には，イギリスによって取り壊された地域が地図上で紹介されており，この地域

　とかーVブが前述の書簡で紹介している，「跡形もない」建造物のあった地域はほぼ一致している。



92 山　根 聡

orderを出し，1774年には一般人の潤用も可能となった。1837年に郵便法　（Post　Office

Act　of　1837，0r　Act　XVII　of　l837）が制定されると，それまで流通していた民間の飛脚制

度は，認可1三censeを受けていない場舎，東インド会社領内での営業を禁じられた86）。

　ガーリブの現存する’書簡は1847年のものが最も古いが，この時既にイギリス式の郵便鋼

度は整っていた。1854年10月1日にインドで全国均一料金が確立され，郵便法（Act

XVII　of　1854）によって，東インド会社領内を4っの郵便圏（Postal　Circ！es）に分け，そ

の共通郵便料金として半アンナが最低基本料金に設定されると，その料金の安さ故に，飛脚

はほぼ消滅したという。4っの郵便圏とは，Benga1（Assam，　B鷺m：≧a，　SiRgaporeを念む），

North－West　Previnces，　Bambay　（Sincde　（Sindh），　Kyderabad　Deccan，　Middle　East

を含む）で，デリーはこのうちNorth－West　Provinces　Circle内のSudder（Sadr）Post

Offlcesの一つだった［黒ua　2002］87）。

　ガーリブの住居はデリー市内，チャーンF“　＝一・チョウクの＝一ル横丁（Ka㌻ra　Nll）の反

対側にあるBallimara“街区にあった。　Dayai：80によると，この地区はShahjahanabadの

中でも規模が大きく，りakimやman§abdar，　nawwab，宗教指導者（spiritual　guides），そし

てガーリブが住んでいたことで知られていた88）。ガーリプがしばしば言及したKale＄abib

という，ザファル2世皇帝のpirだったスーフィーもこの地区に住んでいた。　Sudder　Post

Office管轄下には多くのTown　Branchが設けられて，郵便物は郵便局に持ち込むことが

基本となっていた。ガーリブが小間使いのカリヤーン（Ka玉iy的）に書簡を持たせて走らせた

［GK：273など］のはこのたあである。カリヤーンの足が腫れたため投函できなかったとも

ある。配達に関しては，1858年4月25臼付の書簡のように，カリヤーンが郵便物を投函し

て戻った腹後に配達夫が来たというくだりがあり，配達と集荷は別業務であったと思われる。

　書簡において，しばしば書及されているbe－rang89｝という郵送方法が用いられたのには，

86）　その後も飛脚は残っていたという。GK：566の郵便局員は「宮のsarkarilという語がついて

　いることから，艮間の飛脚がいたであろうと推測できる。当時の料金は距離に応じて2アンナか

　ら5ルピーに設定された。1840年にイギリス本国で郵便切手の発行が始まり，1852，庫にはカラー

　チーでもアジア最初の切手が半アンナで出された1黒綺2002］。

87）本文中に引用した1858年12月27田付の書簡においてガーリブは，手紙をよこすよう催写する

　中で，「半アンナをけちるな」と書いている。

88）Dayal　1975：80によると，　balllは「罹」を，　marapは，　mama「漕ぐ」の派生語で，ジャムナ

　jllの船漕ぎ達が住んでいたという。　Dayai　1975：66にはガーリブの佐居の写真が掲載されている。

　Ballimara＃の表記については，　GKではBa王limararpとあるが，“maraずと発音していたようであ

　る。

89）　Be－rangという用語は，現在の北インド，パキスタンでも一般的に用いられている。　Rahbar：

　154の指摘通り，ガーリブはペルシア語のbe－rangという語を書簡で用いていたと考えられるが，

　その綴りはbe＋ye＋re－Fnun＋gafでyeとreの聞が離れていないため，　beringとも発音できる。

　その場合，ガーリブが“bearing”という英語そのものを用いていたことになるが，この点、は不

　明である。
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切手を貼らずに書簡を出した場合，未納料金を徴収するために配達夫が必ず宛先まで届ける

という事情があった。be－rangの手紙についてガーリブが相手に「喜びたまえ」と書いた

のは，宛先に支払わせることからの冗談であろう。1853年3月28日付及び1858年9月30

日付の書簡にある通り，　post　paidの書簡が届かなかったことがあり，　ガーリブはpost

paid便に対して不信感を抱いていたようである［GK：252－253；297］。

　当時の郵便制度では，消印のフォーマットが統一されていて，公用郵便や軍事郵便の場含

はFreeという表記と受付郵便局名の入った赤い消印が押され，一般の前納郵便の場合は

Paidという表記と受付郵便局名の入った赤い消印が押された。これに対し，受取人払いの

場合は，いくら後納するかを示すBearingという表記と受付郵便局名の入った黒い消印が

押してあった［黒崎2002］。1858年6月19日付の書簡において，ガーリブの許に届いた

be－rangの小包に，黒い消印があったと記されており，ガーリブは配達夫の言う通り郵便

料金を支払っている。　Rahbar：154は，　Bearingの意味を，　“Not　Bearing　Postage

Stamps”からの派生語だとし，　stamplessの手紙は，　be－rang（色なし）であるから，　bear－

iR9の語が転化して用いられるようになったと推測しているが，この場合は，他の消印が赤

だったのに対し，後納がbe－rangの黒だったことから，　bearingとbe－rangを掛けたもの

と考える方が妥当であろう。また，ガーリブ自身は，前納よりも受取人払いの方が確実に宛

先に届くものと信じており，周辺にこれを勧めていたことがわかる。なお，この書簡にある

ように，郵便局には手紙投函用の箱baksと小包用が別にあった。

　大反乱期のガーリブはほとんど外出しなかったと同素が述べている通り，彼は自宅に籠っ

てペルシア語の日言己0αS一点を書いていた。当時のデリーにおける郵便事情に関しては，

Majmudarによると，郵便に支障がきたされたのは反乱軍がデリーに入った1857年5月10

日から，イギりスがデり一を舗圧する9月20日までの約4ヶ月間のことで，それ以降は

mail　coachによって，デリー市内のcaRtonmen£にも不自由なく郵便物が届けられたとい

う。大反乱後に出されたガーリブの書簡で現存する最も古いものは1857年12月5B付の

Ta£ta宛のものである。1858年4月25　N付のTafta宛の書簡では，手紙は一両B中に，パ

ケットpaki㌻は4，5日内に届くと書いており，その後30日には，隅じTaftaに，葭の郵

便物がもう届いたであろうとの内容で手紙を書き始めているあたりは，ガーーリブの郵便鋼度

に対する信頼も窺える。

　大反乱前後の彼の住居はデリー市内のBalllmararpという街区内にあり，1860年6月目立

ち退きを命じられた後も同一街区内に住んだ。ただ，書簡の宛先については，fデリーの

ガーリブ」で十分だとしながらも［GK：310；369］，ラール池など，配達夫が間違いかねな

い住所は書かないよう勧めていた。当時のデリーで，手紙を書くインド人がかなり隈られて

いたであろうことは想像に難くなく，宛先に住所を厳密に記入する必要がなかったことは考

えられるが，むしろガーリブの本心としては，デリーで自分の名が知られているということ

を友入達に知らせたかったのだろう。配達夫や郵便局長などと知己を得ているとか，デリー
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市内で鶴二三の手紙や荷物が紛失したためしはないなど［GK：297］，デlj　一の配達夫で自

分を知らぬ者はいない，ということを自慢する箇所は多数晃られるのである。

　ガーリブが手紙を書くことに熱中していたことは，1858年6月19日付の書簡をはじめ，

多くの書簡で返事を三三するところからも窺える［GK：276；1052；3◎7；312］。自分の出し

た手紙の返事を10日二二つところからも，ガーリブは自分の様子を他人に知らせるのみな

らず，1858年12月27日付の書簡で，「孤独の中，ただ書簡を頼りに生きている」［GK：

307］と書いたように，知入からの手紙を受け取ることで，知人のいなくなったデリーでの

暮らしの淋しさを紛らわせていたのだった。なかなか手紙を書かないTaftaに対し，手紙

を書くよう催促していたが，1859年瑚3日付の書簡のように，皮肉や戒めを交えたこと

もよくあった［GK：308］。

　同じ書簡に，毎日数通が届き，その返事を書いていたことや，王日に数圓配達夫が書簡を

届けにやってきたことを記していることから　［GK：307］，ガーリブは頻繁に手紙を書き，

その書簡の総数は，現存するものをはるかに上回る，相当数にのぼったものと思われる。な

お，ガーリブは配達夫としてharkaraとqa§idの2語を用いているが，　Bayiy　1996：60に

よると，qa6idは普通，長距離郵便を担当するという。

　また，ガーリブの晩年も近い1866年1月23H付の書簡［GK：566］によると，150冊の

本を詰めた荷物を発送しようとして郵便局に断られたと記している。荷物の大きさ，重さ等

に関しては，何らかの剃限があったものと思われる。興味深いのは，郵便局に受付を拒否さ

れたかーリブは，theke　wale，　pamfle㌻pきki㌻wale，　rel　waleにも発送を頼み，断られてい

ることである。すなわち，郵便局以外に，何らかの郵送請負業者がいたという可能性が高い。

また，1867年1月3日付の書簡［GK：569］のように，この時期，スーラトやボンベイな

どへの郵便配達は鉄道が利用されていた。また朝8時に手紙を書きながら，まだ郵便配達が

来ない，と書いているが，これは手紙を待ち姥びる表現なのか，それとも配達時問が早朝に

も設定されていたのかは不明である。この書簡の場合，ガーリブは手紙をbe－rangで送り，

小包はped（paid）で発送している。

　なお，GK：680－681に，ガーリブの使用人が靴を発送するのに，受け取りを貰うまで待

ち続けて夜9時になったというくだりがある。ガーーリブは受け取りを得るまで，使矯入や郵

便局員を儒頼していなかったのであろうか。また，郵便局が当時夜間9時頃まで開いていた

のかどうかは不明である。

　6　三殿との関係，大反乱後の捜査

　ガーリブ自身は，大反乱以前の1850年に王朝史を編纂することになってデリー城に出入

りするようになり，1854年にはザファル帝の詩作のustadとなっていた。念願の宮殿入り

を果たしたものの，王朝吏編纂については，A’in－i！i肋α再等過去の文献を書写するだけの

単純な作業であると述べて［GK：ll15－1116］，ほとんど熱意を見せておらず，185i年9
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月9日の時点でffumaypmの項目を終えたとしておきながら［GK：：llO5］，1853年4月10

Nの書簡でもHumaya4の項目だと書き［GK：1123］，進捗していない様子が窺える。

　歴史編纂や塁帝の詩の添削のために宮城に出入りしていたかーリブは，城内での詩会

（musha‘ira）の開催［GK；1124］や，皇帝の病状［GK：1132］など，宮殿内の出来事を詳

しく書いていた。

　しかし大反乱後，イギリスが間諜（mukhbir）を使って反乱軍に荷撫した人物の特定を

行ない，間諜による通告で多くの人物がmarshal　law　courtに突き出された［lkram：155］

ため，宮殿に出入りしていたかーリブは自身にも何か起こるのではないかと不安感を持った。

ガーりブの書簡からも，イギリス政府が，反乱に関与した人物の逮捕に躍起になっていたこ

とがよくわかる。ガーリブも多くの知人を失った［GK：989］。ガーリブは，反乱に関して

は自分が無関係で，反乱罪については無実を確信していると幾度も述べている　［GK：267－

269　；　272；　674　ww　675］o

　ガーリブは，間諜の誤った報告によって，ザファル帝の貨幣に詩句を書いた疑いをかけら

れたが，それが事実無根であったことが判明し［GK：674－675］，捜査対象からは外れるこ

ととなった。

　捜査対象から外れたものの，ガーリブは約3年間隼金を支給されず，将来についての不安

を繰り返し述べている。年金確保後の大変な喜びよう［GK：322］から，反乱後のガーリブ

の生活に対する不安感が伺えるのである。

お　わ　り　に

　以上，ガーリブの書簡に見られるインド大反乱当時のデリーの状況をいくつかの側面から

検証してみた。ガーリブの書簡は，私信ではあるが，嘉時のデリーの社会状況を知る上で貴

重な史料である。特に，デリーの建築物に関しては，Khap　1847に記載されているモスク

や聖者廟など有名な公共施設ではなく，個人の邸宅等に関する記述が：豊富であり，その点で

他の史料にはない情報を提供してくれる。惜しむらくは，ガーリブ書簡に当時の事物や事件

が豊富に含まれているにもかかわらず，これまでの版で十分な校訂がなされなかったため，

地名や人名などに不明な点が多いことである。史料的価値を鑑みても，今後詳細な校訂版の

出版が待たれるところである。

　ガーリブの書簡がウルドゥー近代散文の備矢と評価される最大の理由に，口語的な文体，

表現と，そのリアリティに富んだ内容が挙げられるだろう。それまでのウルドゥー散文作品

は，宗教書や聖者伝であったり，寓話的物語文学作品が主流であった。そこには空想や伝説

の世界が横たわっていたのである。ガーリブがその書簡において，実生活を，憩分の見たま

ま，感じたままに素直に書き記しているという点は，ウルドゥー文学において「自分を率直

に語る」という，新風を起こしたのであった。デリーの変貌や，年金や借金の問題，自らの
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晩年の蓑弱を記した様は，悲哀に満ちながらも，リアリティの面白さを読者に十分伝えてく

れるのである。

　ガーリブが，最：期まで自分の書簡の価値をどこに見出していたのかはわからない。彼自身

が書簡で記しているように，ひょっとすると，書簡の文体や洒落が好まれたとだけ思ってい

たのかもしれない。「表現」の項霞に紹介した書簡の文章の中には，現在書簡の結句として

用いられるほど有名になったGK；533；420などもある。しかし，彼の書簡の真の価値は，

そのリアリティであり，これがウルドゥー近代散文史における重要な転換点となっただけで

なく，歴史史料としての価値をも持たせることとなった。

　ガーリブは書簡を見知らぬ人間に書いたのではなかった。見知らぬ人間に一度きりの手紙

を書くならば，嘘や誇大な表現も可能だったろう。イギリス人に阿るために大仰な詩句を献

上するようなことは，詩人にとっては造作のないことなのである。しかしガーリブは，デ

リー晴代の友人やパトロンなど，同じ人物に対し自分の様子を私信として繰り返し書きした

ためていた。もし嘘や大袈裟な表現を書き続けていれば，周忌はその書簡を読む気にもなら

なかっただろう。ガーリブはデリーの建物や地名，当時の食生活や物価を知る旧友，親友に

対して，ありのままを書いていたのだ。ガーリブ自身が，書簡と文学上の散文作品を別物と

認識していたことも，ありのままを書く上で影響していたかもしれない。書簡が公的なもの

であれば，その体裁内容はまた別の史料的意味を持つであろうが，彼の書簡は私信であり，

この「私」の部分が，リアリティ睾かな読み物としての魅力を持ったことになる。年金取得

目的でイギリス政府に献上したペルシア語の日記Dastαnbaには殺害されるイギリス人の姿

が描かれているが，ウルドゥー語の私信にはそのような記述がほとんど出てこないことも，

Dastanbabが建て前の日記であるのに対し，ウルドゥー語の書簡が本心を吐露したものであ

ることを；裏付けるのである。

　感嘆すべきは，19世紀申期のインドにおいて，書簡をそのまま出版させた入物が存在し

たということである。もしこの書簡を保存しようという者が現れなければ，これほどの書簡

が残されたとは思えない。書簡を出版した人たちは，私小説の概念を知る由もなく，素直に

ガーリブの書簡の文体やリアリズムに惹かれていたのであろう。ガーリブの書簡はその後ウ

ルドゥー散文の手本となり，ウルドゥー文学では多くの作家たちの書簡集が出版されていく

こととなる。

　ガーリブの書簡には，デリーの一時代を象徴する建物が取り壊される様が綴られている。

それは都市の一時代の終焉を示し，同時に新しい時代の幕開けを意味している。面様に，

ガーリブはウルドゥー文学史上，最後の古典詩人と称されるが，詩作において古典的な色彩

を残しながら，散文では，新たな時代へ踏み出しつつあったのだった。

　ガーリブの書簡は，その文面から察するに，現在確認されている数の数倍はあったものと

思われる。同時に，彼宛の書簡も相当数あったと思料される。もしこのような書簡がさらに

発見されれば，当時のデリーの社会状況がよりはつきりと浮かび上がることだろう。また，
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同様のウルドゥー散文作品の研究も，今後の課題となろう。

〔追言為 　本稿は平成13庫度文部科学省科学研究費補助金（奨励研究（A）「ラーホールでのウル
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聡：課題番号137王03GO）による成果の一部です。本稿執筆にあたり，　Dr．　Tabassum　Ka－

shmlrl大阪外道語大学客員教授，黒崎縄墨，山根周氏，大石高志氏より貴重な資料提

供，助言をいただきました。ここにご芳名を記して謝意を申し上げます。
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